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（別紙様式３） 

 
平成２７年３月３１日  

 
 

研究開発完了報告書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所    東京都町田市玉川学園 6-1-1 
管理機関名 学校法人玉川学園 
代表者名  理事長 小原 芳明    印 

 
 
平成２６年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により

提出します。 
 
 

記 

 

１ 事業の実施期間 
   平成２６年４月１日（契約締結日）～平成２７年３月３１日 
 
２ 指定校名 
   学校名  玉川学園高等部・中学部 
   学校長名 小原 芳明 
 
３ 研究開発名 
   国際機関へキャリア選択する全人的リーダーの育成 
 
４ 研究開発概要 

国際機関や国際 NGO でリーダーとして活躍するために必要な、多様な文化を理解し、世 
界の諸問題に興味を持たせる。その上で、正しい判断をし、強い意志を持って実行する 
ためのコミュニケーション能力・語学力とリーダーシップを育成する。 

 
５ 管理機関の取組・支援実績  
（１）実施日程 

業務項目 実施日程 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

専任の支援スタッ

フの雇用   実施          

海外研修プログラ

ムの実施支援    実施         
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（２）実績の説明 
 専任の支援スタッフの雇用 

 指定校において、SGH 事業の充実した取組推進および円滑な運営を図るため、海外諸機

関との連携交渉等を担当する海外交流アドバイザー（非常勤職員）１名と、経理事務や

資料整理等の事務作業等を担当する事務補助員（非常勤事務員）１名を雇用した。また

TA として（非常勤職員）大学院生を 1 名雇用した。 
 初等中等教育部門および法人部門との連携協力 

 指定校における海外研修プログラムの実施にあたっては、初等中等教育部門の海外研修

プログラムの企画・調整・運営を担当する学園国際交流センターが支援を行った。 
 指定校の研究開発成果の普及に関する取組において、学内ネットワークによる広報につ

いては、初等中等教育部門のコンピュータ・ネットワークの管理運営を担当する総務部

学園情報システム課が全面的に支援した。また、日本語・英語ホームページ制作および

Facebook ページ開設については、玉川学園ホームページを総括して管理運営する教育企

画部キャンパスインフォメーションセンターの連携協力のもと実施した。 
 非常勤職員・事務員の雇用、委託費の管理、物品の調達等については、法人部門の総務

部、人事部、経理部との連携により、適正な運用を図るべく実施した。 
 SGH 事業の進捗管理 

 管理機関の責任者および担当者は、毎月開催される実行委員会に出席し、管理機関とし

て、連携や視点への助言を行ったほか、円滑な指定校運営がなされるよう学内諸機関・

会議への協力要請等も機動的に行った。 
 今年度は運営指導委員会を平成 27 年 3 月 4 日に 1 回開催し、海外・国内の有識者から、

本事業の進捗、課題、今後の計画等について専門的見地から指導・助言を受けた。 
 玉川学園（K-12）としての取組み 

 平成 26 年 12 月 22 日、兼ねてから申請中だった世界的な学校連盟である Council of 
International School （CIS）に、一条校としては初めて、メンバー校として認定を受け

た。メンバー校には、高校生と CIS 加盟大学を結ぶ世界イベントへの参加や CIS 国際生

徒賞への応募などのベネフィットがあり、本学の更なる国際教育の充実を図る。 
 平成 28 年度から、幼稚部および小学校課程に、日本語と英語によるバイリンガル教育を

導入（BLES プログラム）し、国際化する社会において責任のある行動をとることがで

きる人材の基礎を育てることを目指していく。このプログラムは、既に中等教育段階で

実施している国際バカロレア・プログラムの準備教育として、国際化する日本や世界の

大学への進学の起点としての使命を果たすものと位置づけ、平成 26 年 12 月から平成 28
年度入学生に向けた広報を開始している。今後は、平成 27 年 8 月に文部科学省教育課程

特例校指定申請を行う予定である。 

学内ネットワーク
による広報支援   実施          

日英ホームページ
等制作支援    実施         

SGH 事業の進捗管
理   実施          

CIS 加盟         実施    
BLES プログラム
告知         実施    
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６ 研究開発の実績 
（１）実施日程 

 

業務項目 
実施日程 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
①グローバルキャリ

ア講座 
  準備 実施  実施 実施 実施 実施 実施 

実施 
検証 

 

② Tamagawa Super 
Global Leaders 48 

  計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 
実施 
検証 

③ワールド・スタディ

ーズ、World Studies 
in English 

実施 実施 実施 実施  実施 実施 実施 実施 
実施検

証 
  

④アフリカン・スタデ

ィーズ 
広報・ 

生徒募集 

参加生

徒決定 

事前 

指導 

事前指

導/実施 
実施 

事後 

検証 

事後 

検証 
     

⑤自由研究「グローバ

ル・スタディーズ」 
準備 

準備 

(実施) 

準備 

(実施) 
実施 実施 実施 実施 実施 

実施 

検証 
   

⑥ラウンドスクエア

玉川国際会議※H26
準備年 

企画 企画 
ガイダ

ンス 
準備 準備 準備 実施      

⑦ドイツ・ゲーテ高校

訪問 

 
生徒 

募集 
準備 準備 準備 実施 検証 検証 検証 検証 

 
 

      
生徒 

募集 

事前 

学習 

事前 

学習 
実施 まとめ 発表 

⑧模擬国連、MUN 部 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 
実施 
検証 

準備  

 
 
（２）実績の説明 
◆課題研究について 
①グローバルキャリア講座 
【参加者】【日 時】【場 所】【内 容】延べ参加生徒数 1335 名 
高校生へ具体的な国際機関でのキャリア選択に対するイメージを付与することと、個人研究テー

マの深化をねらった年間を通して行われた連続講座であった。参加できる生徒をできるだけ最大

化するために次の 4つの方式で行った。 

１．学年単位講話方式 

今年度は実質 7 月からの開始であったため年間カリキュラムのなかでなかなか学年単位での

実施日時と施設調整が困難で、各学年ともに年 1回にとどまった（①④⑤⑦回目）。 

２．授業内実施方式 

講師や講義内容によって 100 分単位の講義時間を希望された場合があり（⑧⑪⑬回目）、2時

限連続授業のワールド・スタディーズや自由研究の時間を使って実施をした。 

３．TED 方式 

 放課後が忙しい生徒たちでも共通して時間がとれる昼休み（12:35-13:15）を利用した約 30

分の講義形式で、生徒は昼食をとりながら講師の話を聞く形式を導入した。詳細は後述するが、

任意参加で参加人数の見込みが実施前はなかなか立たず不安であったが、実際には、目的意識

の高い約 40～50 名の生徒が毎回集い、終了時間ぎりぎりまで質疑が行われ、大変活況であった

（③⑥⑨⑩⑫⑭⑮⑯⑰回目）。 
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【グローバルキャリア講座 2014 の講師一覧】 
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４．オンサイト方式 

 スーパーグローバル大学に選出されている立教大学との連携により人権、環境、貧困をテー

マとした「Super Global Summer Course」を 3日間実施した。講義は立教大学のキャンパスを

会場とし、全て英語で行われた。担当は、異文化コミュニケーション学部のポール・カニング

ハム教授とステファン・ジョンソン准教授で、各日定員 10名満員であった（②回目）。事前リ

ーディング課題に取り組み、研究課題へ対する理解を深めた。 

 
【成 果】 
① 80％の参加生徒が国際機関やその仕事へ興味を持てた、86％の参加生徒がグローバルな課題

についてイメージを持つことができたと回答 

  

グローバルキャリア講座では毎回参加生徒全員にアンケート調査を課しており、その結果を鑑

みるに、概ね今年度の講座実施の目的は達成されたと結論づけることができると考える。全 17回

の延べ参加生徒は、1335 名であった（全校生徒数 902 名）。事前に講師との内容の打ち合わせや

入念な準備が毎回なされ、30分の TED 方式であっても中高生へしっかりとメッセージが届くよう

に調整してきたので、次年度でも継続していきたい。以下生徒の感想である。 

 

病院で 1 台のベッドに 3 人の患者さんがいること、ハエが無数についている、難民キャンプで

は気温が 47 度など、私たちの普段の生活では想像もつかないようなことに驚きを感じました。

（⑤国境なき医師団小林氏の講演を聞いて） 

 

サモアが求めているボランティアと日本がしてあげているボランティアが必ずしも同じという

訳ではないというギャップゆえに、国際協力はデリケートな問題だという話が意外だった。 

（⑥国連ボランティア計画派遣大学生林氏の講演を聞いて） 

 

日本のニュースや新聞では一部しか報道されていないが、その裏にはさまざまな悲しい事件や

貧しい人々が沢山いることを知った。 

（⑪元子ども兵士ミシェル・チクワニネ氏の講演を聞いて） 

 

② YouTube を利用した講演データベースの構築 

 講演当日に参加できなかった生徒と興味のある保護者を対象に、全ての講演の様子をビデオで

録画し、YouTube を利用して講演の記録をデータベース化した。公開は、学内関係者のみの限定公

開とし、該当の URL を学内 LAN（CHaT Net）にて広報をし、アクセスする形をとっている。YouTube

を利用することにより、その URL を知っていればスマートフォンでもアクセスすることができ、

利便性が高いと判断した。 
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【課 題】 
1. 社会課題の内在化と自己の日常における実践とのキャップ 

多くの生徒がグローバルな社会課題についての具体的なイメージを持つことができ、国際機関

でのキャリア形成に関して、一定の興味関心の喚起に成功した一方、生徒自身とグローバルな社

会課題とのつながり、また実際に自分の実力を大会やコンテストで試してみようという「外」の

世界へ挑戦してみようという意欲と実践については、まだ大きな格差が本学生徒においてあるこ

とが明らかとなった。グローバルな社会課題を身近なローカルな課題としてとらえる視点といか

に養うか。また「内向き」ともとれる生徒の傾向に関して、いかに挑戦させていくか。国際機関

へキャリア選択をしようという人材は、常に未知の問題へ挑戦する気質が必須である。内向きか

つ安全志向からある程度のリスクをとれる勇気をいかに滋養出来る人材へ育てるかは、TAP や諸

実践における質的改善も含めて早急に検討する必要があると考えている。 

  

 
参加者内訳 

 

 
昼休みを使用して実施した TED 形式のグローバルキャリア講座の参加者は、10 年生がいちばん

多かったことがわかる。男子 23%、女子 77％と男女差に大きな開きがあり、来年度は男子生徒に

興味を持ってもらう施策が必要である。 ※②は「大学とのグローバルな高大連携」P50～に記載、⑪講義形式 

実施形式 12年 11年 10年 9年

参加者内訳 ① ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑬

7/16 9/27 9/27 10/11 10/24 12/16

9年男子 0 0 0 74 0 0

9年女子 0 0 0 106 0 0

10年男子 0 0 81 0 0 0

10年女子 0 0 128 0 0 0

11年男子 0 89 0 0 0 0

11年女子 0 127 0 0 0 0

12年男子 88 0 0 0 5 4

12年女子 132 0 0 0 21 21

計 220 216 209 180 26 25

Wor ld S tudie s

実施形式
参加者内訳 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

9/24  10/9 10/30 11/13 11/14 12/11 12/16 1/15 1/22 2/5

9年男子 0 2 4 4 9 3 2 2 4 2 32
9年女子 4 4 9 7 11 6 6 6 5 6 64

10年男子 2 4 9 5 12 3 3 1 2 6 47
10年女子 10 19 19 17 33 13 7 10 10 14 152

11年男子 2 5 2 3 16 1 1 1 1 1 33
11年女子 13 6 12 12 35 8 4 3 8 9 110

12年男子 4 9 1 0 2 0 0 0 0 0 16
12年女子 14 49 10 5 13 6 1 0 0 0 98

計 49 98 66 53 131 40 24 23 30 38 552

男/女

96

男子128 女子424
199

143

23% 77%
114

TED形式

小計 学年計
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◆グローバルキャリア講座受講後のアンケート 
 

実施形式 12年 11年 10年 9年

①現在、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組んでいる

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 23 23 21 17 10% 8 8 31% 13 22 24 24 45 18 13 15 14 14 40%

②そう思う 45 36 28 30 17% 3 5 16% 17 12 16 16 41 11 7 4 7 12 29%

③あまり思わない 71 58 70 49 30% 10 8 35% 11 8 19 10 26 9 3 4 6 9 21%

④全く思わない 81 99 89 82 43% 5 4 18% 8 7 7 3 16 2 1 0 3 3 10%

計 220 216 208 178 100% 26 25 100% 49 49 66 53 128 40 24 23 30 38 100%

②将来、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組みたい

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 42 53 25 34 19% 14 9 45% 29 30 41 37 66 29 16 18 21 22 62%

②そう思う 98 93 114 77 46% 10 14 47% 19 18 23 16 52 11 7 5 8 16 35%

③あまり思わない 57 53 58 50 26% 1 1 4% 0 1 1 0 9 0 1 0 0 0 2%

④全く思わない 23 17 12 19 9% 1 1 4% 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 1%

計 220 216 209 180 100% 26 25 100% 49 49 66 53 130 40 24 23 29 38 100%

③高学年卒業後（大学在学時）、将来留学したり、仕事で国際的に活躍したい

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 65 76 56 58 31% 16 13 57% 31 30 46 33 74 24 15 13 19 22 61%

②そう思う 70 60 80 67 34% 7 10 33% 15 15 13 16 43 13 8 8 9 12 30%

③あまり思わない 57 56 59 40 26% 2 1 6% 2 4 5 3 9 3 1 1 2 4 7%

④全く思わない 27 24 10 15 9% 1 1 4% 1 0 1 1 4 0 0 0 0 0 1%

計 219 216 205 180 100% 26 25 100% 49 49 65 53 130 40 24 22 30 38 100%

④高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したことがある

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 51 34 36 19 17% 14 9 45% 25 18 26 19 44 17 11 10 11 14 39%

②そう思う 19 13 12 7 6% 2 6 16% 5 2 3 7 16 4 4 2 2 2 9%

③あまり思わない 21 9 21 19 9% 0 1 2% 1 5 2 4 19 1 2 1 1 3 8%

④全く思わない 128 160 140 134 68% 10 9 37% 18 23 35 22 49 18 7 10 16 19 44%

計 219 216 209 179 100% 26 25 100% 49 48 66 52 128 40 24 23 30 38 100%

⑤今後、高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したい

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 21 40 61 67 23% 7 6 25% 21 25 40 32 61 24 18 19 22 23 57%

②そう思う 39 57 81 52 28% 9 12 41% 10 7 16 13 39 12 5 3 5 10 24%

③あまり思わない 71 63 47 36 26% 5 0 10% 12 7 6 4 19 2 0 0 3 4 11%

④全く思わない 88 54 19 23 22% 5 7 24% 6 10 4 4 11 2 1 1 0 1 8%

計 219 214 208 178 100% 26 25 100% 49 49 66 53 130 40 24 23 30 38 100%

⑥グローバルな課題やビジネス課題の解決策やアイディアに関する大会へ挑戦したい

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 12 20 10 15 7% 3 5 16% 13 13 23 16 26 16 12 10 13 12 31%

②そう思う 41 55 48 43 23% 9 7 31% 22 19 26 23 55 13 9 8 12 14 40%

③あまり思わない 88 77 103 82 42% 11 12 45% 13 15 17 12 40 9 3 5 3 12 26%

④全く思わない 79 64 48 40 28% 3 1 8% 1 2 0 1 8 2 0 0 2 0 3%

計 220 216 209 180 100% 26 25 100% 49 49 66 52 129 40 24 23 30 38 100%

⑦コミュニケーションスキルとして英語をもっと伸ばしていきたい

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 125 149 142 115 65% 23 18 80% 43 44 58 47 110 37 21 21 28 34 89%

②そう思う 73 55 59 46 28% 3 7 20% 3 5 8 6 19 2 3 2 2 4 11%

③あまり思わない 15 7 6 11 5% 0 0 0% 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1%

④全く思わない 7 4 2 7 2% 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

計 220 215 209 179 100% 26 25 100% 48 49 66 53 130 39 24 23 30 38 100%

⑧本日の講演は大変興味深かった

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 52 117 73 45 35% 22 25 92% 40 39 52 46 107 37 19 15 23 34 84%

②そう思う 125 78 110 103 51% 4 0 8% 7 8 10 6 19 2 1 7 5 4 14%

③あまり思わない 36 15 21 23 12% 0 0 0% 0 0 0 0 3 0 2 1 1 0 1%

④全く思わない 6 2 3 8 2% 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0%

計 219 212 207 179 100% 26 25 100% 47 47 62 52 129 39 24 23 29 38 100%

⑨本日の講演を聞いて国際機関やその仕事に興味を持てた

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 39 71 53 40 25% 15 10 49% 28 31 44 33 72 31 13 13 17 17 61%

②そう思う 105 98 101 88 48% 10 9 37% 19 13 18 15 48 8 5 5 9 16 32%

③あまり思わない 61 37 50 41 23% 1 5 12% 1 2 1 4 8 0 3 5 3 4 6%

④全く思わない 15 6 5 10 4% 0 1 2% 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1%

計 220 212 209 179 100% 26 25 100% 48 47 63 52 128 39 23 23 29 37 100%

⑩本日の講演を聞いて、グローバルな課題についてイメージをすることができた

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 36 67 44 36 22% 17 10 53% 27 26 37 30 70 29 13 15 17 24 59%

②そう思う 131 109 130 101 58% 9 13 43% 20 16 26 21 48 10 6 8 11 11 36%

③あまり思わない 41 31 29 32 16% 0 2 4% 0 5 0 1 9 0 2 0 1 3 4%

④全く思わない 11 4 6 9 4% 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0%

計 219 211 209 178 100% 26 25 100% 47 47 63 52 127 39 23 23 29 38 100%

Wor ld S tudies TED形式
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グローバルキャリア講座の実施形態ごとにアンケート結果を分析すると、「ボランティアや研修への

参加」「留学希望や国際的な活動に対する希望」「グローバルな課題やビジネス課題の解決策、アイデ

ィアに関する大会への挑戦」「講演内容への興味」「国際協力への興味」については大きな違いがみら

れる。グローバルキャリア講座に参加している生徒のこれらへの興味が高いことがわかるが、参加し

ていない生徒の関心はそれほど高くないということも言える。一方、「コミュニケーションスキルとし

ての英語」に関しては、World Studies と TED 形式では「強く思う」「そう思う」が 100%であるととも

に、学年ごとの形式でも 90％を超えることから、本校の多くの生徒の英語によるコミュニケーション

への関心は大変高いことが伺える。「スーパーグローバルハイスクールの諸活動への関心」において

は、World Studies 形式では「強く思う」「そう思う」84%、TED 形式では 91%であるが、学年ごとの形

式でみると、全校生徒の 55%が関心を示し、45%は関心がないことがわかる。一方、「玉川学園高学年

はグローバルな学校というイメージ」は全校生徒の 80%以上がグローバルな学校であるというイメージ

を抱いていることがわかる。 

 
②「Tamagawa Academy Super Global Leaders 48」認定制度への登録 

SGH 諸活動への参加を促すため、「玉川学園スーパーグローバルリーダーズ 48」システムを

構築した。SGH の関連活動への参加、語学資格の取得、各種コンテストへの挑戦、海外研修、

ホームステイ受け入れなどに対してポイントを付与し、加算する。各個人のポイント管理は

SGH 事務局で行い、生徒は普段学校連絡やメールにて使用している教育ネットワークシステム

により、累積ポイントや学校及び学年における順位を確認できるようにした。年度末には、ポ

イント上位獲得者に対して表彰を行い、将来的には推薦入試の資料としても使えるようにした。 
上位者層ではポイントを一つの指標にして SGH の諸活動にさらに積極的に参加する場面が

⑪本日の講演を聞いて、私自身と今日のテーマとの接点を感じる（イメージする）ことができた

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合
①強くそう思う 23 47 27 18 14% 8 15 45% 18 15 26 27 44 21 11 10 14 21 43%

②そう思う 90 91 95 71 43% 16 8 47% 23 27 30 21 56 14 8 11 12 15 46%
③あまり思わない 84 57 75 69 35% 2 2 8% 5 4 5 4 21 3 2 2 2 2 11%
④全く思わない 17 13 10 17 7% 0 0 0% 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0%

計 214 208 207 175 100% 26 25 100% 46 46 61 52 121 38 23 23 28 38 100%

⑫自分がこの中から興味あるテーマを１つマーク：（１）貧困（２）人権（３）環境（４）外交

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

貧困 73 71 61 46 31% 15 13 55% 20 19 24 20 50 19 8 8 11 10 38%
人権 38 36 38 31 18% 5 9 27% 9 6 11 13 37 7 4 6 4 9 21%
環境 58 66 66 53 30% 3 0 6% 17 15 14 14 17 9 5 5 12 9 23%

外交 42 40 42 45 21% 3 3 12% 2 9 17 5 26 4 7 4 3 10 17%

計 211 213 207 175 100% 26 25 100% 48 49 66 52 130 39 24 23 30 38 100%

⑬私は国際協力に興味がある

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合

①強くそう思う 41 62 52 36 23% 14 12 51% 32 36 42 34 73 27 21 14 21 19 64%
②そう思う 91 80 90 72 41% 8 8 31% 16 9 19 16 46 13 3 6 9 17 31%
③あまり思わない 66 58 57 51 28% 4 5 18% 0 4 3 2 10 0 0 3 0 2 5%

④全く思わない 21 14 9 20 8% 0 0 0% 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0%

計 219 214 208 179 100% 26 25 100% 48 49 64 52 130 40 24 23 30 38 100%

⑭スーパーグローバルハイスクールの諸活動に関心がある

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合
①強くそう思う 29 42 35 26 16% 12 12 47% 32 30 44 33 64 26 19 17 22 27 63%
②そう思う 88 77 86 70 39% 12 7 37% 14 16 16 18 43 13 3 5 7 9 29%

③あまり思わない 68 76 69 61 33% 2 6 16% 3 3 4 2 21 1 1 1 1 2 8%
④全く思わない 34 19 18 21 11% 0 0 0% 0 0 1 0 3 0 0 0 0 0 1%

計 219 214 208 178 100% 26 25 100% 49 49 65 53 131 40 23 23 30 38 100%

⑮玉川学園高学年はグローバルな学校というイメージがある

① ④ ⑤ ⑦ 割合 ⑧ ⑬ 割合 ③ ⑥ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 割合
①強くそう思う 110 94 88 61 43% 21 17 75% 35 31 43 32 69 29 19 17 21 28 64%

②そう思う 91 93 90 84 43% 4 7 22% 11 14 17 18 45 11 5 6 8 8 28%
③あまり思わない 12 20 24 22 9% 1 1 4% 2 3 4 2 13 0 0 0 1 2 5%
④全く思わない 7 8 7 13 4% 0 0 0% 1 1 2 1 4 0 0 0 0 0 2%

計 220 215 209 180 100% 26 25 100% 49 49 66 53 131 40 24 23 30 38 100%
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みられた。ポイント下位層においても、獲得したポイントや順位を確認する姿が見られ、SGH
活動の普及につながっていることが感じられた。SGH の諸活動に参加を促すという役割を十分

に担っていたと考えられる。 
 
 



12 
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③12 年公民科選択科目「ワールド・スタディーズ」「World Studies in English」 
【参加者】 

・ワールド・スタディーズ 24 名 

・World Studies in English 7 名 

・ワールド・スタディーズⅡ 15 名（短期海外研修生 9名含、ブラジル、オーストラリア、デ

ンマーク）延べ 46名 
【日 時】 

・ワールド・スタディーズ／World Studies in English 

4 月～12 月 4 単位・火曜および金曜の 3～4時限目 計 75時限 

・12 年生特別授業 ワールド・スタディーズⅡ 

1 月 13 日・19日・20 日・26日・27 日 計 8 時限 

【場 所】高学年校舎 315／316 教室 
【内 容】 
A.ワールド・スタディーズ／World Studies in English（WSE）※12年公民科選択科目（4単位） 

学習目標 

〇個人として人間の価値、他の人々の価値、社会的、文化的、家族的背景を尊重する心を育て

る 

〇多様な文化が存在する社会、相互依存的な世界で生活する一員として、諸問題が自分たちに

関わりのあることを知ろうとする積極性を養う。 

〇他の文化の価値を発見し、それから学ぼうとする視点を重視する。 

〇すすんで他の人々と特に異なる文化や状況にある人々の感情や視点を想像しようとする洞察

力を訓練する。 

〇地域・国家・国際レベルにおいて、真の民主主義の原理を尊重し、より公正な世界を実現し

ようとする行動力をつける。 

 

学習テーマ 

4 月 

WS とは何か 

自分の意見を主張する 

メディアの中の「偏見」と「貧困」－テレビ・ドキュメンタリー・ドラマ・ＣＭの裏

側 

 新聞「１日のニュース」 

 自分の中の偏見「イメージと認識・全体の絵」―開発途上国における貧困のイ

メージと現実 

【出張授業】ニュース番組のつくられ方（テレビ朝日） 

 テレビ・雑誌・写真の中のステレオタイプ 

 世界の現実と日本―世界子ども白書・水問題を考える 

 貧困とは何か 

 貧困の構造：南北問題 

5 月 

社会における「偏見」と「暴力」 

 「偏見」が生み出すもの―ビデオ「５月の１４日間」 

 偏見と社会的暴力 

 なぜテロは起きるのか？―貧困とテロの関係 

 偏見：男女性別役割分業を考える 

6 月 

国際問題を考える 

 難民問題とは何か 

 国連とは何か 
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7 月 

多文化社会と日本 

 異文化体験 

 真の国際人とは？ 

（前期期末レポート） 

8 月 スタディーツアー（希望者） 

9 月 

人権・平和・環境・人間関係 

 環境と開発 「持続可能な開発はあり得るのか」 

 人権とは何か？ 「子どもの権利条約」から 

 人権が侵されるとき―差別 「青い目・茶色い目」 

10 月 

Peace Conflict Resolution 平和的な対立の解決法 

 外なる環境と内なる環境  

 わたしは誰か 「セルフエスティーム・ビルディング」 

グローバルキャリア講座【人権】【国際協力】「地雷被害者セム・ソワンタ」 

11 月 

未来 

 １０年後の私  

 映画に描かれた未来像 

（後期末レポート） 

12 月 
人権・自分 

グローバルキャリア講座「ヒューマンライブラリー」 

 

 

成績評価 

ダイアリー・期末レポート・スクラップブック・グループワーク・学習参加度で評価。 

評価割合 ＜レポート３０％・ダイアリー３０％・スクラップ２０％・授業態度２０％・＞ 

５（100-85） ４（84-70） ３（69-50） ２（49-35） １（34-0） 

〇各テーマはグループワークとそのディスカッション中心に行われた。 

〇新聞スクラップ学習は以下のテーマより選択し、4～11 月末まで探究させた。 

文化・紛争・民族・第三世界・人権・環境・国連・NGO 活動・社会的弱者・マイノリティ

ー・先住民・編集手帳・天声人語 

 

使用副教材 

・ 「私と世界 6つのテーマと 12 の視点」綾部真雄編 メディア総研 

・ 新聞記事・他 

 

 

B.12 年生特別授業「World Studies Ⅱ」 

学習テーマ 人権・他者理解・未来・アイデンティティ 

実施日  1 月 13 日(火) Culture/Common tree/Gender/Road Map of Life/  

1 月 19 日(月) メディアの中の日本 

1 月 20 日(火) 未来 Future Wheels2050/Alternative Futures/私の変化 

/Future Bags 

1 月 26 日(月) 映像 

1 月 27 日(火) アイデンティティ Identity  
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【成果】概ね目標は達成 

 年間を通して、アクティブラーニングの形式で授業を行い、他者と自己の意見の多様性に対し

て”美”としてとらえられるような感覚を生徒が滋養出来るように配慮して授業を進めた。その

結果、生徒はディスカッションで他者との意見を楽しむようになっていった。これは狭い教室内

でのダイナミズムであるが、「人間関係は外交関係である」といわれるようにこの感覚は今後日

本でも増加するとみられる外国人に対する人間関係を構築する際のグローバル人材としての資質

のひとつと考えられる。また年に 2 回ほど、本校へ短期交換生として来校していた生徒とともに

日本における人口増加策に関するグループワークとプレゼンテーションを行った。World Studies 

in English を履修しない生徒も一緒行ったため、英語を駆使しながらコミュニケーションをとっ

ている姿もあちこちで見られた。 

 

【人口問題】海外交流生とのアクティブラーニング風景。年間を通じて授業を一緒に受けた。海

外交流生は、アメリカ、シンガポール、ドイツ、オーストラリア、ブラジル、デンマークから合計

24 名であった。 
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【貧困】グループワーク「貧困連鎖の打破」生徒作品例 

  

  

 

○年間フィードバック結果 

 ワールド・スタディーズの主要な目的のひとつは、様々な社会の課題を自分の問題として内在

化していくということである。自分の外にある問題－貧困問題、人権問題、環境問題、外交問題

－を自分の内なる内面とつなげる作業に欠かせないのが、グループワークや討論といったアクテ

ィブラーニング形式での授業である。以下のフィードバック結果をみる限り、この社会課題の内

在化という目的は年間の様々な授業を通して達成されたと思われる。特に結果⑩と結果⑪は、授

業履修者の全員が肯定的な回答をしていた。 

 

 

 

 



17 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】挑戦する力とコミュニケーション力の向上 

2014 年度最終授業時に実施したアンケート結果から 2 点指摘したい。 

まず 1 点目は、自分の力を外部のコンテストや大会で試してみようという挑戦心の育成が必要

であることだ。7 月末に対して、ワールド・スタディーズ履修者は JICA 高校生エッセイコンテス

ト、World Studies in English 履修者は関西学院大学主催英語エッセイコンテストへ全員エント

リーを行った。ただ、それ以外に自分で他の外部のコンテストへ参加しようという者はみられな

かった。理由としては、高 3 で受験を控えており夏期講習などの準備で忙殺されてしまう生徒が

多いと考えられる。今後は計画的に年間を通したコンテスト等の情報を事前に提示し、参加を促

すことを検討したい。 

 

 

2 点目は、英語によるコミュニケーション能力向上の必要性である。結果⑦にあるように履修者

全員が英語をさらに伸ばしていきたいという意欲は示していた。しかし、海外交流生を交えたグ

ループワークでは、どうしても語学が得意な生徒に発言回数が偏ってしまう傾向がみられた。無

論なかには片言の英語でコミュニケーションをとろうとする生徒もみられたが、質疑が英語にな

るとうまく表現ができずにもどかしい思いをしていた。今後は、World Studies in English との

接点も多くし、ツールとしての英語という感覚を生徒間に滋養したいと考えている。そのために

は、カリキュラムの改善も継続的に行っていく必要があると感じた。 

◆授業後のアンケート結果詳細は、⑤自由研究「グローバル・スタディーズ」に記載 
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④アフリカン・スタディーズ（現地研修）への参加 
【参加者】生徒 13 名（11 年 男子 2 名、女子 2 名  10 年 女子 9 名）、引率者 3 名 
【日 時】2014 年 7 月 25 日(金)～8 月 4 日(月) 
【場 所】ボツワナ共和国、南アフリカ共和国 
【内 容】 

・バフルシュ・カルチュアル・ヴィレッジ（ボツワナ原住民の文化紹介施設）見学 
・JICA ボツワナ支所での研修 
・ムシャニー村での奉仕活動 
・マルアプラ高校（ボツワナ）でのプレゼンテーション 
・セイント・サイプリアン高校（南アフリカ）訪問とプレゼンテーション 
・タウンシップ（貧困層の人々が生活する区画）訪問 
・ディストリクト・シックスミュージアム（黒人差別政策による黒人居住区紹介施設）見学 
・ロベン島（ネルソン・マンデラ氏が収容されていた刑務所跡）見学 
・ボルダーズビーチ（ペンギン保護地区）見学 

【成 果】 
・ボツワナ共和国、南アフリカ共和国が抱える問題を生徒が認識することができた 
・その問題解決への支援の有り方を考える機会を得た 
・将来、海外支援に携わる職業を選択しようと考える生徒が増えた 
・プレゼンテーションを現地で行うことで、そのスキルがアップした 
・ペガサス祭(文化祭)での展示発表を通じて、問題や課題を多くの生徒と共有することができ

た 
【課 題】 

・現地での短い滞在時間の中で、生徒の安全を考慮しつつ、自由に生徒が現地社会に入り込ん

で、研究・調査をすることのできる環境整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆研修後のアンケート結果詳細は、⑦-2「ドイツ・ゲーテ研修への参加 2」に記載 
⑤自由研究「グローバル・スタディーズ」の履修 
【参加者】11 年生 6 名､ 10 年生 15 名    計 21 名 (全員女子) 
【日 時】毎週金曜日、自由研究時 （14：25-15：40） 
【場 所】314 教室、または MMRC 
【内 容】 

「グローバル・スタディーズ」は、貧困問題、人権問題、環境問題、リーダーシップ（外交）、

国際協力について探究し、ペガサス祭(文化祭)や生徒発表会、論文コンテストなどで成果を発
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表する自由研究グループ。 関連する諸活動に参加することや、自ら活動を企画していくことな

どを通し、積極的に自分たちの研究内容への理解を深めていく。また、外部に発信していくこ

とを目標として、取り組み内容を深化させている。 
 
（具体的な実施内容） 

●４～６月 

主に準備期間として、貧困問題、人権問題、環境問題、リーダーシップ（外交）、国際協力の

５分野において、それぞれが興味のある分野を探り、個人研究に向けて絞っていくために、イ

ンターネットや TED、DVD などを用いて調べ学習を行った。 

●７～９月 

ペガサス祭(文化祭)で展示発表を行うことを目標に、展示内容についてアイディアを出し合い

話し合いを積んだ。実際には、SGH についてまだ馴染みの少ない生徒たちにも分かりやすく伝

えていくために、５分野に関連のあるクイズ形式を用意して展示発表を行った。【資料１】 

●１０～１１月  

ドイツ（ゲーテ校）の交換留学生を招待して、交流活動を実施。 

具体的には、玉川学園内のキャンパスツアーを通して、お互いの文化や生活環境の違いを共有

し合う時間とした。【資料２】 

・ミシェル・チクワニネさんによる講演会の補佐。 

グローバルキャリア講座の一環として計画されていた講演会の一つを、グローバル・スタディ

ーズのメンバーで司会・進行を担当した。日本語による司会と、英語による司会の両方を立て

るなどの工夫を行った。【資料３】 

●１２～１月 

個人研究論文の提出に向けた、調べ学習と執筆作業。また、２１名による共同研究・学習を視

野に入れて、この間に２回の中間発表を行った。仲間の研究課題内容を把握し、その中間発表

の情報から、自身の研究への関連性やヒントを得て、さらに研究内容を充実させていくねらい

で行った。【資料４・５】 

●２～３月 

論文で提出した個人の研究分野について、プレゼンテーションを実施。 

まずは、自由研究内での発表を目標とする。 

 

【成 果】 
多くの生徒が昨年度からの継続ではなく、新しく自由研究を選択していたため、全てが試験的

で、探り探りの中行われていた。まず、幅広く５分野に触れ個人の興味をそのうちの一つに絞

り込んでいくこと。また、５分野に関連のある講演会や外部講師と接する機会を持つことを目

標として、取り組んできた。実際に活動が進んでいく中で、個人の研究内容および、共同研究

内容のそれぞれに課題が見つかり、来年度に活かしていきたい。 

 

【課 題】 
・個人研究における課題 
５分野のうち、「貧困」と「人権」に注目を集めすぎ、偏りが大きい。原因として考えられること

は、４～６月に実施してきた調べ学習内容で「貧困」に焦点をあてた情報が多く扱われすぎたこ
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とや、１１月に実施した講演会のテーマから改めて「貧困」や「人権」に興味を寄せられたため

だったと考えられる。また、個人の研究内容も、３年間の継続を視野に入れるには、まだ断片的

で一貫性に欠けていた。課題として、より長期目標を視野に入れた研究設定の指導や、情報収集

力を身につけさせていきたいと考える。 
 
・共同研究における課題 
自由研究中の時間を、より効果的に実施していくためにも、共同研究を充実させていくことを計

画に入れていきたいと考える。例えば、近い興味の分野で研究しているメンバーでグループを作

り、実際にその分野で活躍をしている公共団体やＮＧＯ・ＮＰＯなどを訪問し、ボランティアや

講演会に参加するなどである。こうした体験型学習やフィールドワークを通して、そこでの経験

を個人研究に活かしているような取り組みを期待している。 
 
【資料１】ペガサス祭(文化祭)展示発表の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料２】キャンパスツアーでドイツ（ゲーテ校）の交換留学生をおもてなし 
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【資料３】 ミッシェル・チクワニネさんによる講演会の補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料４】 個人研究、中間発表の様子 
「模擬国連」「グローバル・スタディーズ」「ワールド・スタディーズ」アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
【資料５】 個人研究 論文テーマ一覧 （最終的なタイトルとは異なる場合があります） 
学年 クラス 名前 研究テーマ SGH５分野 

10 年 金剛 木所 弓乃 児童労働と教育水準は関係しているのか 
貧困 

国際協力 

10 年 金剛 小林 絵仁 子ども兵士と教育の改善 人権 

10 年 金剛 成瀬 栞瑠美 日本の海外支援 国際協力 

10 年 吉野 松本 爽佳 黒人差別はなくなるか 人権 

10 年 那智 田村 夢夏 識字率と国の発展 貧困 

10 年 雲仙 白井 杏奈 ＳＮＳによる貧困問題の改善 貧困 

10 年 雲仙 松山 友梨子 ＰＭ2.5の原因はドイツ技術を導入することによって解決できるのか 環境 

10 年 浅間 小貫 文萌 ストリートチルドレン：先進国と発展途上国の違い 貧困 

10 年 浅間 濱﨑 麗奈 同時多発テロから現在に至るまでのアメリカ社会における影響 リーダーシップ 

10 年 霧島 佐藤 智奈津 フードバンクをインドで設立することはできるのか 貧困 

10 年 霧島 牧原 静香 児童権利条約と子ども兵士の減少 人権 

10 年 霧島 吉田 朱里 シエラレオネはなぜ世界最貧国と呼ばれるのか 貧困 

10 年 飛鳥 新井 陽南乃 私たちの購買活動と児童労働 貧困 

10 年 飛鳥 佐藤 悠稀乃 少子高齢化は貧困層に影響するのか 貧困 

10 年 飛鳥 保科 珠子 アメリカの人種差別撤廃運動は黒人差別を失くせたのか 人権 

11 年 白馬 岡部 莉央 少年兵とストリートチルドレン 貧困、人権 

11 年 蓼科 岩田 春乃 発展途上国の 5歳児未満死亡率の低下を目指して 貧困、国際協力 

11 年 蓼科 菊地原 里帆 モデルニスモ様式について 未定 

11 年 蓼科 酒井 新菜 ユダヤ人はポーランドで大量虐殺される必要があったのか 人権 

11 年 鈴鹿 大下 璃奈 世界の子どもたち 貧困、人権 

11 年 伊吹 木村 ゆかり レジ袋ゼロは可能か 環境 
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◆「ワールド・スタディーズ」「グローバル・スタディーズ」「模擬国連」受講後アンケート結果 
 
 

①現在、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組んでいる

前期 後期
①強くそう思う 9 6 15 42% 6 32% 6 24%

②そう思う 3 3 6 17% 7 37% 7 28%

③そう思わない 3 4 7 19% 3 16% 6 24%

④全くそう思わない 6 1 7 19% 3 16% 6 24%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

②将来、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組んでみたい

前期 後期
①強くそう思う 12 9 21 58% 13 68% 14 56%

②そう思う 9 4 13 36% 4 21% 10 40%

③そう思わない 0 1 1 3% 2 11% 1 4%

④全くそう思わない 0 0 0 0% 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

③高等部卒業後（大学在学）、将来留学したり、仕事で国際的に活躍したい

前期 後期
①強くそう思う 16 12 28 78% 12 63% 13 52%

②そう思う 2 3 5 14% 5 26% 10 40%

③そう思わない 3 0 3 8% 2 11% 2 8%

④全くそう思わない 0 0 0 0% 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

④高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したことがある

前期 後期
①強くそう思う 10 6 16 44% 8 42% 12 48%

②そう思う 2 2 4 11% 2 11% 3 12%

③そう思わない 1 2 3 8% 2 11% 0 0%

④全くそう思わない 8 5 13 36% 7 37% 10 40%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

⑤高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したい

前期 後期
①強くそう思う 15 9 24 67% 15 79% 6 24%

②そう思う 2 2 4 11% 4 21% 10 40%

③そう思わない 2 1 3 8% 0 0% 3 12%

④全くそう思わない 2 3 5 14% 0 0% 6 24%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

⑥グローバルな課題やビジネス課題の解決策やアイディアに関する大会へ挑戦したい

前期 後期
①強くそう思う 7 8 15 42% 4 21% 6 24%

②そう思う 8 6 14 39% 8 42% 6 24%

③そう思わない 5 1 6 17% 5 26% 12 48%

④全くそう思わない 1 0 1 3% 2 11% 1 4%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

⑦コミュニケーションスキルとして英語をもっと伸ばしていきたい

前期 後期
①強くそう思う 19 15 34 94% 17 89% 21 84%

②そう思う 2 0 2 6% 2 11% 4 16%

③そう思わない 0 0 0 0% 0 0% 0 0%

④全くそう思わない 0 0 0 0% 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 19 100% 25 100%

ワールド
スタディズ

割合
模擬国連

小計 割合
グローバル・
スタディズ

割合

ワールド
スタディズ

割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合
ワールド

スタディズ
割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合

ワールド
スタディズ

割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合
ワールド

スタディズ
割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合

ワールド
スタディズ

割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合
ワールド

スタディズ
割合

模擬国連
小計 割合

グローバル・
スタディズ

割合
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⑧自分の担当国のリサーチに意欲的に取り組めた ⑧この活動は大変興味深かった

前期 後期
①強くそう思う 7 7 14 39% ①強くそう思う 14 74% 23 92%

②そう思う 8 7 15 42% ②そう思う 5 26% 2 8%

③そう思わない 6 0 6 17% ③そう思わない 0 0% 0 0%

④全くそう思わない 0 1 1 3% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑨議題の背景を理解し、論点に基づいて議論できた ⑨この活動に参加して国際機関やその仕事に興味を持てた

前期 後期
①強くそう思う 2 7 9 25% ①強くそう思う 11 58% 15 60%

②そう思う 11 4 15 42% ②そう思う 7 37% 9 36%

③そう思わない 8 3 11 31% ③そう思わない 1 5% 1 4%

④全くそう思わない 0 1 1 3% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑩ペアまたはグループ内で協力して取り組めた

前期 後期
①強くそう思う 6 11 17 47% ①強くそう思う 12 63% 17 68%

②そう思う 10 3 13 36% ②そう思う 6 32% 8 32%

③そう思わない 3 0 3 8% ③そう思わない 1 5% 0 0%

④全くそう思わない 2 1 3 8% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑪合意に達するための方策を身につけることができた

前期 後期
①強くそう思う 3 5 8 22% ①強くそう思う 4 21% 14 56%

②そう思う 7 8 15 42% ②そう思う 12 63% 11 44%

③そう思わない 8 1 9 25% ③そう思わない 3 16% 0 0%

④全くそう思わない 3 1 4 11% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑫問題解決への道筋を見出すことができた

前期 後期
①強くそう思う 4 5 9 25% 貧困 7 37% 8 32%

②そう思う 6 9 15 42% 人権 9 47% 8 32%

③そう思わない 10 0 10 28% 環境 3 16% 6 24%

④全くそう思わない 1 1 2 6% 外交 0 0% 3 12%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑬授業を受け関連分野への興味関心が深まった ⑬私は国際協力に興味がある

前期 後期
①強くそう思う 7 11 18 50% ①強くそう思う 14 74% 15 60%

②そう思う 9 3 12 33% ②そう思う 4 21% 7 28%

③そう思わない 3 0 3 8% ③そう思わない 0 0% 3 12%

④全くそう思わない 2 1 3 8% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑭模擬国連の会議の仕組みを理解できた ⑭スーパーグローバルハイスクールの諸活動に関心がある

前期 後期
①強くそう思う 5 12 17 47% ①強くそう思う 11 58% 11 44%

②そう思う 12 2 14 39% ②そう思う 7 37% 8 32%

③そう思わない 4 1 5 14% ③そう思わない 1 5% 5 20%

④全くそう思わない 0 0 0 0% ④全くそう思わない 0 0% 1 4%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑮英語での公式な文章を書けるようになった ⑮玉川学園高学年はグローバルな学校というイメージがある

前期 後期
①強くそう思う 4 7 11 31% ①強くそう思う 15 79% 17 68%

②そう思う 3 5 8 22% ②そう思う 4 21% 7 28%

③そう思わない 12 3 15 42% ③そう思わない 0 0% 1 4%

④全くそう思わない 2 0 2 6% ④全くそう思わない 0 0% 0 0%

計 21 15 36 100% 計 19 100% 25 100%

⑪この授業を履修して、私自身と授業の内容との接点を感
じる（イメージする）ことができた

⑫自分がこの中から興味あるテーマを１つマーク：（１）貧困
（２）人権（３）環境（４）外交

⑩この授業を履修して、グローバルな課題についてイメージ
をすることができた

グローバル・
スタディズ

割合
ワールド

スタディズ
割合

グローバル・
スタディズ

割合
ワールド

スタディズ
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小計 割合

小計 割合

小計 割合

小計 割合

小計 割合

グローバル・
スタディズ
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スタディズ
割合

グローバル・
スタディズ

割合
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スタディズ
割合

小計 割合

小計 割合

小計 割合
グローバル・
スタディズ

割合
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グローバル・
スタディズ
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スタディズ
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スタディズ
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スタディズ
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スタディズ
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模擬国連

模擬国連

模擬国連

模擬国連

模擬国連

模擬国連

模擬国連

模擬国連

22%

伸び率

伸び率

62% 73%

11%

71% 93%

29% 7%

前期 後期

前期 後期

伸び率

48% 87%

39%

38% 27%

伸び率

76% 93%

17%

前期 後期

前期 後期

24% 7%

伸び率

76% 93%

17%

52% 13%

伸び率

48% 93%

46%
52% 7%

前期 後期

前期 後期

24% 7%

伸び率

81% 93%

12%
19% 7%

前期 後期

67% 20%

伸び率

33% 80%

47%

前期 後期
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「模擬国連」「グローバル・スタディーズ」「ワールド・スタディーズ」の選択授業において差は

あまりないが、「グローバルな課題やビジネス課題の解決策やアイディアに関する大会への挑戦」

の項目においては、「模擬国連」の授業を選択している生徒の意識が高い。これは前期から後期

にかけてもややアップしていることから、授業による効果があると思われる。これら 3 つの授業

を選択している生徒の英語への関心は 100%である。「ワールド・スタディーズ」選択者の在学中

の留学また海外研修への値が低いのは、12 年生による選択授業のため、残りの在学期間が短いた

めであると推測される。 
⑧以降は、アンケート項目が「模擬国連」と「ワールド・スタディーズ」「グローバル・スタディ

ーズ」で異なる。「模擬国連」では前期終了後と後期終了後に生徒へのアンケートを実施してお

り、前期から後期にかけて「強くそう思う」と「そう思う」を足した割合が、「合意に達するため

の方策を身に付けることができた」では 39%、「問題解決への道筋を見出すことができた」46%、

「英語での公式な文章を書けるようになった」47%の項目で大幅に伸びていることがわかる。模

擬国連の授業は、探究的な学習における重要な要素である問題解決や合意に達するための方策を

大きく伸ばすことができることがわかった。英語での公式な文書においては、「そう思わない」

「全くそう思わない」の層から「強くそう思う」と「そう思う」への転移がわかる。 
「ワールド・スタディーズ」「グローバル・スタディーズ」の授業においては、「この授業を履修

して、私自身と授業の内容との接点を感じる（イメージする）ことができた」の項目において、

「グローバル・スタディーズ」の履修者のほうが高い傾向を示していることがわかる。これは、

「グローバル・スタディーズ」の授業のほうが、自分で研究テーマをみつけることが関係してい

ると思われる。また、どちらの授業においても、授業に対する興味、国際機関やグローバルな課

題、国際協力への関心が高い。 
 
 
⑥ラウンドスクエア玉川国際会議の企画・運営・参加 
【参加者】ラウンドスクエア実行委員会、ラウンドスクエアに興味を持つ高学年生 
【日 時】2014 年 7月 17(木)～19 日(土) 8:30～16:30 
【場 所】玉川学園高学年校舎、心の教育実践センター(TAP センター) 
【内 容】 

日本で唯一のラウンドスクエア認定校としての活動がグローバル化に適応した人材を国際社会

へ進出させるひとつのきっかけになってくれればと、実行委員が“Break out of our shell～

Do whatever you fear most～”「自分の殻を破ろう」とテーマを設定。グループごとのディス

カッション、野外活動、奉仕活動、世界を舞台に活躍している方のレクチャーなどを通じ、ラ

ウンドスクエアの基本理念である、"I.D.E.A.L.S." (Internationalism, Democracy, 

Environment, Adventure, Leadership, Service)を実践した。 
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１日目 

時間 場所 内容 

8:30～ 高学年 205 登校 

9:00～ 高学年 205 開会式 

9:20～ 高学年 205 アイスブレーキング① 

10:00～ 高学年 205 ゲストスピーカー① (玉川学園高学年 硤合宗隆先生) 

11:00～  休憩 

11:15～ 高学年 3階 Barazza① 

11:50～  お昼休憩 

13:00～ TAP センター TAP 

16:00  解散 

 

2 日目 

時間 場所 内容 

8:30～ 高学年多目的室 登校 

8:50～ 高学年多目的室 ビデオ鑑賞 

9:20～ 高学年多目的室 
ゲストスピーカー②                     

(子ども国連環境会議推進協会代表 井澤友郭様) 

11:00～  休憩 

11:15～ 高学年 3階 Barazza② 

12:00～  お昼休憩 

13:00～ 高学年多目的室 ゲストスピーカー③ (2012 年 IB 卒業生 五十嵐淳哉様) 

14:00～ 高学年 3階 奉仕活動 

15:20～ 高学年多目的室 Riika 

16:00  解散 

 

3 日目 

時間 場所 内容 

9:00～ 高学年多目的室 登校 

9:20～ 高学年多目的室 アイスブレーキング② 

9:20～ 高学年多目的室 GAKKO Meets TAMAGAWA 

12:00～  お昼休憩 

13:00～ 高学年多目的室 MUN(模擬国連) 

15:30～ 高学年多目的室 閉会式 

 

・アイスブレーキング 

アイスブレーキングでは自己紹介や簡単なゲームなど

をして、初対面の人同士が出会ったときに、その緊張を解

きほぐすこと。 

「アイスブレイク」とは参加者の不安や緊張を氷にた

とえ、その「硬い氷を溶かす」という意味があります。参

加者を和ませてコミュニケーションをとりやすい雰囲気

を作り、そこに集まった目的の達成に積極的に関わって

もらえるよう働きかけた。 
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・ゲストスピーカー①(玉川学園高学年 硤合宗隆先生) 

私の「殻」の破り方：自分の殻を破るには、まず自分の殻について知ることが必要である。

自分の殻とは何か？幼少期、青年期人生を振り返り、成人期真っ盛りである硤合先生について

の話を聞き、自分たちの将来設計の参考にした。 

 

・Barazza(環境問題について話し合い、ポスターを作成)  

地球上で問題となっている環境問題をいくつ知ってい

ますか？地球温暖化、ゴミ問題、オゾン層破壊... 地球は

数え切れないほどの環境問題を抱えているが、これらの問

題は私たち「人間」によって引き起こされているものが多

い。 

今回は人間が引き起こしてしまった環境問題が少しでも

解決に向かうよう「今、自分達ができること」について話

し合った。 

－テーマ－ 

地球温暖化 エネルギー問題 砂漠化 オゾン層破壊 森林伐採 

ゴミ問題 水資源の危機 海洋汚染 食糧問題 人口増加と貧困 

 

・TAP(玉川アドベンチャープログラム) 

玉川学園は 2005 年に、国際規模の私立学校連盟「Round Square」に日本初のメンバー校とし

て認定された。その理念は「IDEALS」と言われ、国際性、民主主義、環境、アドベンチャー、

リーダーシップ、奉仕の 6つが柱となっている。TAP は教育哲学者 Kurt Hahn(クルト・ハーン)

が提唱したアドベンチャー教育の哲学と手法を取り入れているが、玉川学園が「Round Square」

に加盟できた背景には、この TAP が大きく貢献している。 

今回は、会議のテーマ「Break out of our shell～Do whatever you fear most～」に沿って

TAP を行いながら、何かに守られている安全な領域から一歩踏み出し、何事にも挑戦するとい

う心を学び、挑戦することは自分の可能性を広げる第一歩になるということを学んだ。  

 

・ゲストスピーカー②(子ども国連環境会議推進協会代表 井澤友郭様) 

「持続可能性」という言葉を知っていますか？私たちは、急激に進化発展する時代に生きて

いるが、参加した生徒たちが社会に出て活躍し始める 2020 年には、おそらく今とは異なる世界

になっているだろう。何が変わり、何が残るのか？世界がどんな姿をして、自分たちはどんな

仕事をしているのか話し合い、それぞれの考えを発表した。 

 

・ゲストスピーカー③(2012 年玉川学園 IB クラス卒業生 五十嵐淳哉様) 

好きなことは遠慮せず手を出すこと。そうすれば世界は永遠と広がり続ける。そんな感覚を

つかめるところがラウンドスクエア。玉川学園での生活を振り返り、玉川での環境をどう活か

すべきか、自分で目の前の世界を広げるにはどうしたらいいか、模索し続けた学園生活を振り

返り、そのときの経験が今の私にどのように影響しているのか、これからの将来設計の参考に

して欲しい。 
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・奉仕活動 

 Barazza チームで美化労作を行った。 

晴天の場合 雨天の場合 

高学年校舎 3階 高学年校舎 3階 

高学年校舎 3階 高学年校舎 3階 

高学年校舎 4階 高学年校舎 4階 

高学年校舎から大学 8号館前 高学年校舎 4階 

 

・MUN(Model United Nation 模擬国連) 

 模擬国連とは、世界中の学生によって行われている活

動。この模擬国連では、参加者がそれぞれの国の大使とな

り、特定の議題について担当国の政策や歴史、他国との関

係などに基づいて、実際の国連の会議と同じように議論

と交渉を経て決議を採択する、いわば本物の国連会議の

シミュレーションである。会議を通して国際問題への理

解や相手と自分の利益を考えつつ自国の政策を主張し

た。 

【成 果】 
 玉川国際会議のプログラムはラウンドスクエアの基本理念「IDEALS」をベースとしたアクテ

ィビティである。これらアクティビティを通じ、一人では乗り越えられないことも、大勢が集

まればそれが勇気に変わる、自分の殻を破るためには、自分だけの存在だけでなく、周りのサ

ポートが必要不可欠であるということを、参加した生徒たちが実感できる会議であった。また、

生徒自ら率先して学年を越えてコミュニケーションを図り、仲を深めることができたことも大

きな成果である。 

【課 題】 
 「ラウンドスクエア＝国際交流」というイメージを持っている生徒が多いが、それ以外にも

委員会内での意見交換、労作、模擬国連、ボランティアといった活動があり、これらは将来国

際的に活躍していく上でとても大切な素質であるということを、もっと多くの生徒に理解して

もらいたい。また、来年度は玉川学園高学年の生徒だけではなく、SGH 認定を受けている学校

の生徒を招待し、アクティビティやディスカッションなどを通じて、生徒たちが何を感じ、何

を学ぶのか、それを理解することで自身を成長させるきっかけの場としたい。 

 

※ラウンドスクエア実行委員会 2014 年度年間行事 

4 月 20 日‐28日 Round Square ジュニア会議(NZ・オークランド) 

5 月 15 日 海外留学生(稲江・総合科 OC)歓迎会 

6 月 20 日 海外留学生(アメリカ、シンガポール、台湾)歓迎会 

7 月 1日 海外留学生(アメリカ、シンガポール、台湾)送別会 

7 月 17 日‐19日 玉川国際会議 

9 月 13 日‐14日 ペガサス祭(文化祭) 

9 月 27 日‐10月 5日 Round Square 国際会議(インド) 

10 月 8 日 海外留学生(ドイツ・ゲーテ校、台湾稲江校)歓迎会 
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10 月 15 日 海外留学生の学外研修(浅草)案内 

10 月 22 日 海外留学生の学外研修(鎌倉)案内 

10 月 24 日 海外留学生(ドイツ・ゲーテ校、台湾稲江校)送別会 

1 月 14 日 海外留学生(オーストラリア、ボツワナ、ブラジル、カナダ、デンマーク)歓迎会 

1 月 29 日 海外留学生(オーストラリア、ボツワナ、ブラジル、カナダ、デンマーク)送別会 

 

 
⑦-1ドイツ・ゲーテ研修への参加 1 
【参加者】６名（9 年生女子３名 10 年生男子１名 10 年生女子１名 11 年男子１名） 
【日 時】【場 所】2014 年 9 月 4 日～15 日 
 

 
【内 容】 

１）パリ 

 ノートルダム寺院、ヴェルサイユ宮殿、ルーブル美術

館などを見学した。世界的に有名な建築物や絵画に直に

触れることで、歴史的教養と美術的造詣を深めることが

できた。国際機関で働くためには各国の歴史的教養を持

ち合わせていることが必須となる。机上の学習だけで得

られる知識には限りがあるため、現地にて歴史的事件の

場所を訪問することで歴史的教養を深められたことは

有意義であった。特に、ヴェルサイユ宮殿は、第一次大

戦の講和会議であるパリ講和会議の舞台となった場所である。この場に訪問することで、外交

について考えるよい機会となった。 

２）フランクフルト 

 ゴミを燃やした際の熱を利用して発電する工場を見学し、エネルギーを効率よく使用する方

法を学んだ。また、郊外のリューデスハイムの森の散策などを通じ、ドイツの森林保全に対す

る姿勢を知る良い機会となった。 

 9 月 10 日には、日本で準備した各自の研究課題について、ゲーテ校生たちに英語でプレゼン

 
都市名 予定 

9/4 （木） （移動日） 羽田 → パリ 
9/5 （金） パリ ヴェルサイユ宮殿見学など 
9/6 （土） パリ→フランクフルト AM ルーブル美術館見学、パリ → フランクフルト 
9/7 （日） 

フランクフルト 
（ゲーテ校ホームステイ） 

自由（各ホームステイ先） 
9/8 （月） 歓迎会、EZB 発電所見学、フランクフルト市内案内 
9/9 （火） ドイツ語講座、プレゼンテーション練習 
9/10（水） ドイツ語講座、プレゼンテーション、科学館見学 
9/11（木） リューデスハイム見学 
9/12（金） ドイツ語講座、研修修了書授与式 
9/13（土） 自由（各ホームステイ先）、さよならパーティー 
9/14（日） （移動日） フランクフルト → 東京 

9/15（月） 東京 成田到着後解散 
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を行い質疑応答の時間を持った。英語でのプレゼンテー

ションと質疑応答を行うことで英語力の向上につなが

り、ドイツの生徒達がどのような考えを抱いているのか

を知る有意義な時間となった。玉川学園の生徒の発表の

後、ゲーテ校生たちがドイツの環境についてプレゼンテ

ーションを行った。その後の質疑応答で活発な意見交換

を行うことができ、ゲーテ校生との交流をはかれただけ

でなく、ドイツの環境について深く知ることができた。 

【成 果】 
 パリとフランクフルトというヨーロッパを代表する２つの都市を訪れたことで、日本とフラ

ンス、日本とドイツの違いだけでなく、フランスとドイツの違いにも生徒達が気づけたことが

大きな収穫であった。国際機関で勤務する際には多くの国の意見を調整することも多々ある。

その際に多くの国の考えについて知っておく必要性があるため、今回の研修を通じてドイツと

フランスの違いについて学べたことは、今後国際的な視点で物事を考える際に大いに役立つで

あろう。 
 また、ホームステイやプレゼンテーションを通じて、違った文化の人の意見を尊重しながら

も自分の意見を主張する必要性を学べた研修であった。 
【課 題】 

 今回の研修は 9 年生（中学 3 年生）と 10 年生（高校 1 年生）が多く参加していたが、玉川学

園では「倫理、政治・経済」を 11 年生（高校 2 年生）で履修するため、環境や国際問題、外交

に対する理解が事前学習だけは不十分であった。校研修の参加者の中心をどの学年とするのか、

検証する必要がある。 
 課題研究が全員個人研究であったため、研究内容の分析等が偏っていた面もあった。個人研

究だけでなく、グループで課題研究に取り組むことも必要ではないかと感じた。その点も含め、

今後の課題研究の取り組み方をどうしていくかを議論していかなければならないと感じた。 
◆研修後のアンケート結果詳細は、⑦-2「ドイツ・ゲーテ研修への参加 2」に記載 
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⑦-2 ドイツ・ゲーテ研修への参加 2 
【参加者】10 名（9 年女子１名、10 年男子１名、11 年男子３名、女子５名） 
【日 時】【場 所】2015 年 1 月 4 日～19 日 
 

 
【内 容】 

「国際機関へキャリア選択する全人的リーダーの育成」という研究開発目的実践のため、例年
実施しているゲーテ校研修と併せて、国際機関を訪問するプログラムを実施した。 
 
・事前学習（出発まで） 

内容 時間 
課題研究 テーマ決め・準備計画 1.5 時間 
課題研究 プレゼンテーション準備 
 パワーポイントと原稿の作成 各自 

課題研究 プレゼンテーション練習 
 EFL 教員による英語の発音チェック等 1 時間 

課題研究 プレゼンテーションリハーサル 
 EFL 教員他による発音チェックと質疑応答の練習 2 時間 

ドイツ語講座・ドイツの生活について 2 時間 
TAP・海外研修の心得 他 2 時間 

 
 
【訪問した主な施設と内容】 
・ベルリン壁の跡、ユダヤ博物館 他（ベルリン）、ブランデルブルグ門、ユダヤ人のための記

念碑、ベルリンの壁跡、ゲシュタポの本部跡資料館、チェックポイントチャーリー、ノイエ・

日にち 都市名 予定 

1/4(日) （移動日） 成田→ベルリン（フランクフルト経由） 

1/5(月) 

ベルリン 

チェックポイントチャーリー博物館、ブランデンブルグ門

近隣、ユダヤ博物館 など 

1/6(火) 

AM ポツダム（サンスーシ宮殿）見学 

PM 国会・緑の党訪問 

Peter Meiwald 環境問題担当議員のレクチャー 

1/7(水) ベルリン→ジュネーブ 
AM 博物館島見学 

ベルリン→ジュネーブ（フランクフルト経由） 

1/8(木) 

ジュネーブ 

AM 国連難民高等弁務官事務所 UNHCR 訪問 

PM 国連ヨーロッパ本部訪問 

1/9(金) ローザンヌ IOC 訪問 

1/10(土) 国際赤十字本部訪問、アクティビティ 

1/11(日) （移動日） ジュネーブ→フランクフルト 

1/12(月) 

フランクフルト 

（ゲーテ校 

 ホームステイ） 

オリエンテーション 

1/13(火) ドイツ語講座、科学館見学、プレゼンテーション練習 

1/14(水) 
環境保護セミナーに参加 

プレゼンテーション、ゲーテハウス見学 

1/15(木) ハイデルベルグ見学 

1/16(金) EZB 発電所見学、さよならパーティー 

1/17(土) 自由（各ホームステイ先） 

1/18(日) （移動日） フランクフルト→東京 

1/19(月) 東京 成田到着後解散 
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ヴァッヘ（戦争と暴力支配の犠牲者のための国立中央追悼施

設）、ベーベル広場（焚書事件記念碑）、Otto Weidt 
Blindenwerkstatt、ユダヤ博物館など様々な施設をまわり、ユダ

ヤ人迫害についてと、ベルリンの壁の歴史について学び、人権

問題などについて考える機会となった。 
・国会、緑の党訪問（ベルリン） 

国会の施設見学のあと、緑の党の環境問題担当議員からド

イツの環境問題についての取り組みのレクチャーを受け、生

徒たちの質問に答えてもらった。福島の原発事故がドイツの

原発にも影響を及ぼしたことや、プラスチックへの取り組み

についてなどのレクチャーを受け、生徒は、ドイツのエネルギ

ー問題について質問をした。 
・世界遺産見学（ベルリン） 

サンスーシ宮殿や、博物館島のペルガモン博物館を見学し

た。 
・国連関係の機関（ジュネーブ） 

国連難民高等弁務官事務所 UNHCR や国連ヨーロッパ本部

を訪問した。UNHCR では、取り組みについて説明していただ

き、現地スタッフとしての経験がある方と直接話をすること

もできた。どのような人材が必要とされているのか、支援対象

となるのはいつまでなのか等、活発に質問が出た。国連では、

施設見学をした。実際の施設を目にして、世界で起きているこ

とをより身近に感じ、刺激を受けた生徒が多かった。 
・IOC 訪問（ローザンヌ） 

オリンピック博物館を訪問し、スポーツを通しての平和への取り

組みについて学んだ。 
・国際赤十字訪問（ジュネーブ） 

赤十字の歴史や旗の意味などについて施設見学をした後、ロール

プレイなどのアクティビティを通して、争いが起きたときに必要な

支援やルールなどについて考えた。 
・環境プログラム（フランクフルト） 

環境セミナーに参加し、発電所の見学をして、効率よくエネルギ

ーを使うための工夫を学んだ。ドイツの環境への取り組みを知る機会となった。 
・課題研究についての発表（ゲーテ校） 

日本で準備した各自の課題研究について、ゲーテ校の

生徒たちに英語でプレゼンをして、質疑応答の時間を持

った。日本の現状について発表後、ゲーテ校の生徒にドイ

ツの現状について質問をしたところ、活発な意見が出た。

英語で質疑応答ができ、同年代の生徒がどのような考え

を持っているかを直接知る良い機会となった。 
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【課題研究テーマ一覧】各テーマ２名で担当 
・エネルギー問題について 

・環境問題について 
・文化遺産の環境問題と対策 

・「車」という点からみる環境保全について 
・発展途上国に対して行っている国際協力 
 
・事後学習（帰国後） 

内容 時間 
課題研究 まとめ（研修で学んだことの付け足し） 各自 
課題研究 最終発表  

 
【成 果】 

前半１週間は国際機関を多く訪れ、世界の取り組みを学ぶ良い機会となった。元々、このよ

うな職業に興味のある生徒にとっては、どのような人材が世界で求められているのか、より目

標が明確になっただろうし、まだ将来の夢が漠然としている生徒にとっては、いまの自分にで

きることを考える良い刺激になった。各施設見学やホームステイを通し、まずは、語学力を向

上させることが必要であることも再認識した。課題研究について、英語で質問をし、ドイツの

高校生の意見を聞けたことも、大きな収穫となった。 
【課 題】 

課題研究について、プレゼンテーションの準備をする時間が不足していた。日ごろからテー

マを持って何かの活動に取り組んでいる生徒が発表するなら良いが、この研修のために新たに

テーマを設定し、調べるところから始めるには、準備時間がもっと必要であり、課題研究の進

め方については、改善の余地がある。また、多くの国際機関を訪れたが、事前学習が不足して

いた。訪問する場所がなかなか確定しなかったことも原因の一つであるが、来年度以降は、各

自の課題研究と共に、訪問場所の事前学習も充実させるよう、早めの計画が必要である。 
 
 
◆「アフリカン・スタディーズ(現地研修)」「ドイツ・ゲーテ研修」研修後アンケート結果 
「研修への参加は有意義なものだった」については、「強くそう思う」「そう思う」の合計がいず

れの研修も 100%と満足度が高いことがわかる。 
「国際機関の現場での仕事に具体的なイメージを持つことができた」「グローバルな課題に対す

る具体的なイメージを持つことができた」では、1 回目のドイツ・ゲーテ研修では、「強くそう思

う」が 0%で、「あまり思わない」が 33%を占める。2 回目ドイツ・ゲーテ研修では、これらの数

値が上がることから、研修内容の見直しが効果的に働いていると思われる。一方、「研修の前後

で自分の価値観に変化があった」においては、アフリカ研修、1 回目ドイツ研修では、「強くそう

思う」「そう思う」の合計が 100%を占めるのに対し、2 回目のドイツ・ゲーテ研修参加生徒のう

ち 2 名が「あまり思わない」を選択している。 
「自分がさらに追求したいテーマを 1 つマーク」の問いに対しては、アフリカ研修が「①貧困 ②

人権」、ドイツ・ゲーテ研修が「③環境 ④外交」を選択する傾向が強い。  
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①現在、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組んでいる

①強くそう思う 1 8% 2 33% 2 20% 5 17%

②そう思う 7 54% 3 50% 2 20% 12 41%

③あまり思わない 2 15% 1 17% 4 40% 7 24%

④全く思わない 3 23% 0 0% 2 20% 5 17%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

②将来、学校外でボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組みたい

①強くそう思う 8 62% 2 33% 5 50% 15 52%

②そう思う 5 38% 3 50% 4 40% 12 41%

③あまり思わない 0 0% 1 17% 1 10% 2 7%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

③高学年卒業後（大学在学時）、将来留学したり、仕事で国際的に活躍したい

①強くそう思う 7 54% 5 83% 6 60% 18 62%

②そう思う 5 38% 0 0% 2 20% 7 24%

③あまり思わない 1 8% 1 17% 2 20% 4 14%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

④高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したことがある

①強くそう思う 11 85% 4 67% 6 60% 21 72%

②そう思う 1 8% 1 17% 3 30% 5 17%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

④全く思わない 1 8% 1 17% 1 10% 3 10%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑤今後、高学年（9-12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したい

①強くそう思う 9 69% 5 83% 5 50% 19 66%

②そう思う 3 23% 0 0% 5 50% 8 28%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

④全く思わない 1 8% 1 17% 0 0% 2 7%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑥グローバルな課題やビジネス課題の解決策やアイディアに関する大会へ挑戦したい

①強くそう思う 4 31% 1 17% 2 20% 7 24%

②そう思う 7 54% 3 50% 4 40% 14 48%

③あまり思わない 2 15% 2 33% 3 30% 7 24%

④全く思わない 0 0% 0 0% 1 10% 1 3%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑦コミュニケーションスキルとして英語をもっと伸ばしていきたい

①強くそう思う 13 100% 6 100% 9 90% 28 97%

②そう思う 0 0% 0 0% 1 10% 1 3%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計
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⑧研修への参加は有意義なものだった

①強くそう思う 12 92% 5 83% 10 100% 27 93%

②そう思う 1 8% 1 17% 0 0% 2 7%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑨研修の前後で自分の価値観に変化があった

①強くそう思う 11 85% 3 50% 7 70% 21 72%

②そう思う 2 15% 3 50% 1 10% 6 21%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 2 20% 2 7%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑩国際機関、NGOでの仕事に興味を持っている

①強くそう思う 4 31% 2 33% 4 40% 10 34%

②そう思う 4 31% 2 33% 3 30% 9 31%

③あまり思わない 5 38% 2 33% 3 30% 10 34%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑪国際機関の現場での仕事に具体的なイメージを持つことができた

①強くそう思う 6 46% 0 0% 6 60% 12 41%

②そう思う 6 46% 4 67% 3 30% 13 45%

③あまり思わない 1 8% 2 33% 1 10% 4 14%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑫グローバルな課題に対する具体的なイメージを持つことができた

①強くそう思う 6 46% 0 0% 4 40% 10 34%

②そう思う 7 54% 4 67% 6 60% 17 59%

③あまり思わない 0 0% 2 33% 0 0% 2 7%

④全く思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑬研修への参加が進路選択に影響を与えた

①強くそう思う 6 46% 2 33% 4 40% 12 41%

②そう思う 4 31% 2 33% 4 40% 10 34%

③あまり思わない 3 23% 1 17% 2 20% 6 21%

④全く思わない 0 0% 1 17% 0 0% 1 3%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑭他の海外研修にまた参加したいと思う

①強くそう思う 11 85% 5 83% 8 80% 24 83%

②そう思う 2 15% 0 0% 2 20% 4 14%

③あまり思わない 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

④全く思わない 0 0% 1 17% 0 0% 1 3%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

⑮自分がさらに追求したいテーマを1つマーク：①貧困　②人権　③環境　④外交

貧困 10 77% 0 0% 0 0% 10 34%

人権 2 15% 0 0% 1 10% 3 10%

環境 1 8% 2 33% 7 70% 10 34%

外交 0 0% 4 67% 2 20% 6 21%

計 13 100% 6 100% 10 100% 29 100%

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計

African Studies Germany-Goethe1 Germany-Goethe2 合計
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⑧模擬国連の実践を通した外交・国際協力の理解 
【参加者】授業：21 名  2 月大会：大使 135 名、15 校参加 
【日 時】授業：毎週木曜日 7 時間目  2 月大会：2 月 8 日（日） 
【場 所】授業：MMRC シアター  2 月大会：学園講堂視聴覚教室 
【内 容】 

授 業：模擬国連の会議の流れの理解・議題のリサーチの仕方・議題の内容理解・スピーチ

原稿の作り方・交渉の練習・成果文書の書き方 
2 月大会：運営委員会の設置・役割分担・議題解説書(BG)作成・広報活動・ポジションペーパ

ー作成・ポリシーペーパー作成・議長練習・大会実施・振り返り 
【成 果】 

授 業：「国連安保理改革」と「核軍縮・非拡散・非核兵器地帯」を議題としてリサーチ・

政策立案・交渉・投票に至る会議の流れを経験させた。リサーチの仕方や英語での

スピーチ力、交渉の進め方等に進歩が見られた。それを通して、国際問題の重要性

に触れ、国際協力のあり方を考えることができ、国際機関でのキャリア選択ができ

る素地を培うことができた。 
2 月大会：運営委員会で役割を設定し、仕事を割り振り、会議実施までの計画・立案・準備・

当日の運営・後片付けまで、生徒主導で実施でき、主体性や自主性、判断力、実行

力を培うことができた。 
【課 題】 

授 業：テキストがないので、教材化すること。特にアンモデレートコーカスの際の交渉を

高校生のレベルでどう運べばよいのかの方法論を検討し、教材として作る必要があ

る。また、課題を設定したあと、問題の概略や構造を理解させるのによいプログラ

ムを考える必要がある。授業の中で、議長練習はできるが、会議監督を育てるには

どうしたらよいか検討する必要がある。特に会議が紛糾し、論点整理を行う必要が

ある場合を想定し、議長や会議監督にその練習をしておく必要がある。 
2 月大会：初めての大使、議長、会議監督、セクレタリーの生徒も多く見受けられたが、立て

た計画通りに運ばないケースがほとんどだった。計画を立てる際の見通し、計画を

予定通り実施するための工夫、適切な議題設定等を考える必要がある。 
 
◆授業後のアンケート結果は、⑤自由研究「グローバル・スタディーズ」に記載 
 
⑨A.学内 LAN による広報 

玉川学園では、CHaT Net（Children, Homes and Teachers Network）という、児童・生徒と家庭 （保

護者）と教職員（学校）が参加できる教育コンピュータ・ネットワークがある。そのネットワ

ークを用い、グローバルキャリア講座や研修旅行、Web ページオープンのお知らせや SGL48 ポ

イント制度など SGH に関する告知をおこなった。専用メールアドレスも設け、生徒や保護者か

らの質問にメールでも対応できるようにした。 
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●配信メール例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩B.日本語および英文ホームページの作成による広報 

日本語と英文による SGH 専用のホームページを 9 月に立ち上げた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホームページの構成を以下のようにし、SGH 諸活動ごとに情報を刷新し、SGH の広報に努め

た。 
<About >この取り組みについて/SGH とは？/プロジェクト全体像/生徒履修モデル 
<Programs>グローバルキャリア講座/ワールド・スタディーズ/アフリカン・スタディーズ/グ

ローバル・スタディーズ/たまがわ国際会議/模擬国連・MUN 部/ドイツ・ゲーテ高

校訪問/ELF/玉川アドベンチャープログラム 
< Special>国際交流 MAP/SGH リーフレット 
 

生徒や保護者にとって、より情報にアクセスしやすいように、ホームページの作成とともに

SGH 専用の Facebook も立ち上げた。次のグラフのようなアクセス推移がみられた。「いいね」

を押すアカウント名からは、SGH 活動に特に積極的な生徒のアクセスが多いことが推測され

た。 
SGH Web ページ  http://SGH.tamagawa.ed.jp/ 
SGH Facebook  https://www.facebook.com/tamagawaSGH 

日本語 
English 

メールタイトル                     発信日付 



37 
 

◆Facebook アクセス分析 

 

 
まだ、少数ではあるが、海外からのアクセスもみられる。 
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また、校舎 3 階の生徒ラウンジに SGH 掲示板を設置し、今年度のグローバルキャリア講座の講師

の先生方一覧および SGH に関する研究会や研修のお知らせなどを掲示するスペースを設けた。中

央にあるディスプレイでは、講話実施のお知らせや研修参加者募集のお知らせを流して活用した。 

   
 
⑪C.研修参加生徒による生徒発表会や展示発表の実施 
【参加者】①ペガサス祭(文化祭)での生徒発表会：のべ 200 名、②ゲーテ校研修報告会：のべ 80
名、③「ジュネーブ国際機関訪問・ドイツ・ゲーテ校研修」展示発表：のべ 665 名 
【日 時】①平成 26 年 9 月 13 日（土）、14 日（日）、②平成 26 年 10 月 9 日（木）、16 日（木） 
  ③平成 27 年 3 月 10 日（火） 
【場 所】①玉川学園高等部校舎３０２教室 ②玉川学園高等部校舎２０５教室 ③アトリウム 
【内 容】 

①文化祭でのポスターセッション及び、生徒発表 
  
 
 
 
 
 
 
 
②ゲーテ校研修についての振り返りと、研修参加が研修中にみつけた課題についての発表、及

びその発表に対する質疑応答 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ③生徒発表会における海外研修「ジュネーブ国際機関訪問・ドイツ・ゲーテ校研修」の展示発 

表、および玉川学園スーパーグローバルリーダーズ 48 の結果発表・表彰の様子 
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【成 果】 

 実際に現地で体験したことを報告することにより、自らの問題点をより深く理解するだけで

なく明確にすることができた。また、質疑応答により今後の課題を発見でき大きな収穫であっ

た。特にゲーテ校研修での報告会では、ゲーテ校の生徒も報告を視聴し、質疑応答を行ったた

め日本人の考えのみならず、ドイツ人の考え方を再認識することができ、改めて国際理解にお

ける「他者理解」の必要性を痛感した。 
【課 題】 

 研修から報告会までの日にちが少なかったため、準備不足の感があったことは否めない。お

互いの報告を事前に聞き合い意見を出し合う時間を設けるなり、もっと準備に時間を掛けるべ

きであり、今後の大きな課題である。研修先での発表にプラスアルファをしての報告であった

ため、生徒は研修先でなかなか報告会のための資料収集（写真等）などに時間が割けなかった

のも課題である。 
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◆課題外研究について 

1.評価/検証 

A. 生徒・教師・保護者の意識変化調査 

B.国際教育 NGO サスティナビリティー・フロンティア－ズによる効果測定および定期評価 

2015 年 1 月 13～15 日の 3 日間、イギリスの教育コンサルタント、サステイナビリティ・フ

ロンティアーズによる訪問インタビューが行われた。同団体のリサーチディレクターである香

川文代氏が学校に滞在し、学園長をはじめとした教職員、生徒へのインタビュー調査、記述ア

ンケート回収が行われた。その後、アンケートの集計および集めたデータの分析が報告書とい

う形で 2月 24日に提出された。英文報告書の詳細は P66～参照。 

 

C.SGH 運営指導委員会（ハイパネルチーム）の設置 （年 2回実施） 

◆第１回 ハイパネルミーティング  2014 年 7月 9 日 

ハイパネル会議は、玉川学園が掲げる SGH テーマを推進するにあたり、グローバルな視野で

SGH プログラム全体に関して第三者的に助言をしてもらう教育の国際的な専門家である。今回

の第 1 回目の会議では、以下のような活発な意見交換が行われた。まず、藤樫部長の挨拶に続

き、硤合教諭による SGH プログラムの説明および本学の SGH プログラムが説明された。その後

パネルメンバーによる意見交換が行われ以下のような意見をいただいた。 

 

出席者 池田伸子先生 立教大学教授 異文化コミュニケーション学部 

松田 文先生 アリゾナ州立大学准教授 

齋藤珠恵先生 一般財団法人青少年国際交流センター 交流事業部副部長 

香川文代先生 リサーチディレクター  Sustainability Frontiers 

学内  藤樫・硤合・小林香・小野口・中島・濱野・登本 

 

概要 

●研究開発評価報告 

報告書は、国内で読んでもらうためには言語を日本語に、しかし世界で読んでもらいたいのな

らば英語でなければならないという指摘を受け、グローバルな学園展開を目指す本学の報告書

は 2言語の報告書とすることになった。 

●履修に対するイメージ 

本学では「貧困・人権・環境・リーダーシップ・国際協力」の 5テーマに絞ったが、例えば AIDS

問題などは、複数のテーマにわたる問題なのでテーマとして分けて考えるのは難しいのではな

いか。テーマの変更も視野に入れながら柔軟な対応が必要となる。 

●Tamagawa Super Global Leaders 48 ポイントシステムについては、5年間通じて貯められる

ポイントとして、SGH 行事に参加した生徒に与えられるものだが、Web 上に公表するなど全員の

目にとまるような工夫を行い、広報に載せるなどリワード感、アワード感を出せば、生徒の良

いモチベーションとなるだろう。 

●模擬国連を開催するときに、他校の生徒を招待するとともに、他国の生徒も呼び、会議参加

という形の交流を持つのも良い経験となるであろう。 

●立教大学との連携が進められているのは素晴らしい。 

●海外に行くことだけが良いことではなく、訪問国で文化交流できるような日本人としての資
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質（ジャパノロジー的な）を身に着けることも大切である。 

●海外交流先、また IB 教師も世界各地から呼ぶような多様性を持つことも重要である。また毎

日の教育活動でも海外交流と同じような、多様性を持つ教育を目指したい。 

●国際機関のみで働く人材育成は、人材流出に繋がりかねないとも考えられる。国際機関でも

日本でもどちらでも活躍できるような人材育成を目指すことにすれば、優秀な人材の流出は軽

減される。 

●教員養成も不可欠であり、またジャパノロジー等もプログラムに入れていくべきである。ユ

ースグローバルリーダー育成事業に教員が参加するのも良いと思う。 

●外部団体の基金（グラント）が色々な所から出ているので、その基金をもとにして SGH を基

本にした総合的なプログラムを作り上げても良いと思う。 

●1 年間の単発プログラムだけではなく、9 年～12 年の 4 年間対象のカリキュラムプログラム

を開発する必要性がある。 

●グローバルキャリア講座を映像記録し、授業でも使えるようにホームページにアップする。

また YOUTUBE や FB のアカウントも取得し、玉川 TED として公開したらどうか。 

●今後は、アジア方面へのコンタクト、グローバルキャリア講座講師などに関しても、情報交

換していきたいと思う。 

    

以上、有識者の皆様の専門知識を取り入れた、有意義な話し合いがもたれた。 

 

◆第 2回 ハイパネルミーティング  2015 年 3月 4 日 

出席者 16名 David Selby 教授 Sustainability Frontiers 代表 

池田伸子先生 立教大学教授 異文化コミュニケーション学部 

松田 文先生 アリゾナ州立大学准教授 

齋藤珠恵先生 青少年国際交流センター 交流事業部副部長 

香川文代先生 リサーチディレクター  Sustainability Frontiers 

（Selby 氏・香川氏・松田氏はスカイプにて参加） 

学内 渡瀬, 藤樫, 小野口, 五十嵐, 硤合, 上村, 平山, 小林香, 

前野, 登本, Seth Allen, Peter Macinnis, 濱野, 北村 

 

ハイパネルミーティング議事録 

本年度の SGH プログラムについての報告（硤合） 

 テーマについて 
o 国際機関にキャリア選択をする人材形成 
o 貧困、人権、環境、外交、国際協力、多くの国際機関がテーマにしている５つを
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テーマにした。 
 グローバルキャリア講座について 

o 様々な国際的な現場で活動をしている方をお招きし、17 回のレクチャーを行った 
o 方式は、30 分の TED 方式と学年全体方式 
o アンケートチャートの説明 

 TED 方式の方は、語学に自信のある生徒が多く参加する結果となった。 
o グローバルな大会やコンテストに対する挑戦は少ない 
o 11 番に見られる通り、国際的な問題を自身の問題として捉えられている生徒は 3

分の 1 にとどまり、自身の問題としてではなく、他人事としてとらえている部分

があるのが見える 
 ワールド・スタディーズ 12 年生の選択授業 

o 挑戦する力とコミュニケーション力が上がったので、主な目的は達成できたと言

えるが、より多くの場を経験させるのが今後の課題。 
 グローバルキャリアリーダーズのシステムついての説明 
 海外研修の説明 

o ヨーロッパの国際機関を訪ねる 
o UNHCR、赤十字本部などで 
o 選考に応募した生徒は 40 人、その中から参加生徒を選出 
o ゲーテ校訪問などの海外研修では、プレゼンの力は向上したが、質問された時の

答えを英語で言うといった英語能力が低いという問題がある 
o  文科省視察の際も、質疑ができるかどうかを観察していった 

 模擬国連 
o 模擬国連は大分盛んになってきたようだが、今回 14 校から 135 人の参加者が集

まり行った。 
o 香川さんが NY でお会いしたユニセフの方が、模擬国連の経験がその後のキャリ

ア構築に有意義に影響したと、話して下さる 
 英語検定等 

o 英検 2 級、TOEIC を行った 
o 9 年生は GTEC を受験、来年度は 9 年生だけではなく、10 年生も受験する事で、

成果の推移を継続的にみる 
 P40 レシテーションコンテストの実施 

o 暗記コンテスト・皆の前で発表する 
o 2 月 14 日 ヴァレンタインズ・カップ実施 

 高大連携 
o 立教大学キャンパスで行われた 3 日間のコース（全て英語で開催） 

 

ここまでに関しての質疑応答 

 英語の能力の話についての質問(池田先生) 
o 英検、TOEIC 等は任意で受けてもらっている 
o 今後は英検を全員に受けさせるという計画もある 
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 4 技能対応を考えるという事はあるか？ 
o 今まで学年全員に受けさせるものはなかった、8 年生全員に GTEC を受けてもら

った。 
o 来年は 9 年生、10 年生に GTEC を受けさせる 
o IB はケンブリッジテストを受けている 

 
Ms. Matsuda コメント 

 学年が始まった後に SGH が始まったにも関わらず、プログラムも良く出来、生徒も熱心

に参加できたと思う。今後の課題もあるが、良かった。 
 グローバルキャリア講座について、人権、環境といった問題について、日本の中で活動

されている方達の話を聞けると、もっと身近な問題として捉えられる。また、海外の問

題だけを知るというよりは、国内の問題から海外の問題へと繋がっていくのが望まし

い。 
 グローバルはローカルでなければ、グローバルではない。 
 生徒にアクションプロジェクトとラーニングプロジェクトとしてアフリカに行くとき

に、ローカルな問題として捉えられるように、国内の差別、貧困などの勉強をする。 
 

齋藤先生コメント 
 SGH のゴール設定を明確にしていく 
 日本を知り、日本に誇りを持ち、海外に出てキャリア形成をした後、日本に貢献する世

代を形成するのを目的にするものも良いのではないか。 
 グローバルな問題を自分自身の問題として受け取れない生徒が三分の一いるが、その生

徒をどのように教え、自身の問題として捉えられるようにするか。 
 授業の中で形成するのか、それとも研修に頼るのか。 
 グロキャリ講座を聞いた後、参加生徒によるディスカッションなど、問題認識だけにと

どまらない様な工夫が必要。 
 グローバル問題をローカルな問題として捉えるのは、生徒にとってとても難しい。 
o 例えばセカンドハーベストの様な団体を招待し、受動から能動へシフトするとか。 

 ただ聞くだけでは、受け身になるだけだ。 
 プレゼンテーションを掘り下げて、アクティブな事を考える 
o 例えば生徒達に事前にその団体が行っていることをリサーチさせる、そうすれば生徒

の質問で講演が進むという事も可能ではないか。 
 または、何人かの生徒がその団体でボランティアをしてみるとか、そんなアクティブな

授業を考えたらどうか。 
 生徒からも、聞くだけではつまらないという声も上がっている 
o 例えば、もう少し、運営の部分に関わりたい（司会なども含め） 
o 生徒自身がレクチャーを聞いた後、セミナーを行う（リサーチをしたり）ホームレス

体験等‥ 
 

 ディスカッションをした後、どんな事をしたいという案はでるが、どうやる（HOW）の

部分がぬけており、インプリメントができていない 
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 玉川という貧困から遠い所にある環境では、実際に貧困などを体験する事が重要であ

る。 
 事前研究をした後に体験学習をするのも大切であるが、ほとんど準備なしで実際の経験

をし、自分たちで問題を見出していくというのも良いと思う。 
o 娘の小学生でもクリスマスには、食品を集めたりすることで、少しずつ社会を知ると

いう方法もある。 
 下準備をしないで静岡にある障害未就学児と生活を一緒に体験する（玉川社会奉仕部） 
o そうすると、生徒達はお母さん達の働きに驚いたりする。約 10 人の参加者がいる。 

 ｐ５２－３ 1 年後の目標設定（SGH のプログラム）を生徒自身にさせ、一定期間に振

り返りをさせ、次年度の目標設定やプログラム等の見直しを行う。 
 生徒の能動的な力を信じ、もっと能動的に活動をさせる。特に玉川にはその様な生徒が

多くいる。 
 

香川さん 
 一番の印象は、難しい立ち上がりだったが良くここまでプログラムができた 
 知識は入ってきているが、それが行動に繋がる様な工夫が必要 
 個々に素晴らしいものをやっているが、意識のある生徒しか参加しない。意識のない生

徒達への呼びかけも必要 
 グロキャリ講座後のディスカッション、またそれに繋がる授業などがあっても良い 
 グロキャリ講座から何を学んだか等の振り返りも必要 
 全体のカリキュラムに訂通する目標 
o どのような人材を目指すか、英語等の達成目標） 

 ｐ１８の課題参照 
 緒方貞子さんのようなグローバルリーダーを育てたいと謳っているが、もっと細かな設

定が必要ではないか。 
o 4 年間でどのように海外と関わっていくようになるのか 
o 授業ごとに目標設定をし、その目標をどうやって達成していくか等、具体的な方法を

組み入れる。 
o 例えば、学習成果というとき、自分自身を知る、外国とつながる、自分の価値観を知

る、自分が何を目的として活動するのか等、ブレーンストーミングする事により、個

人の目標をより具体的な像として生徒が持つというのも一つ良い案だと思う。 
 

教育目標 

以下の５つの事に留意するのが重要 
1. 学習 
2. 知識 
3. スキル技能 
4. 態度（本質を見極めるという基本姿勢） 
5. 価値観 
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構築にあたり 
 フレームワークを作る 
 教科担当者 
 ラーニングアウトカム（学習成果）図の作成 
o 横軸が学年、縦軸が教科の図を作る 

 サブジェクトラーニングアウトカム 
 グローバルラーニングアウトカム（地球温暖化など） 
 ジェネリックアウトカム 
o 一般的な問題の枠組みを教科の枠組みにうまく組み合わせていくのが大事ではないか 

 
大学でも教育目標を組み立てて、マッピングしている 

 教科の教育目標を設定するのは難しくはない、例えば英語など 
 しかし、大学的に大切だと思っているのは、学習態度である。 

o 問題を発見し、その問題を考え、解決し、振り返り反省点を明確に 
o このような教育目標を、突然大学で始めるのは難しい 

 この様な学習態度を高校の時から身につける必要があると考える 
 高校卒業してすぐにリーダーになるものではない、だから教科の前に国際性を身に着け

るという事を考えた時、玉川なりの柱（積極性、身近な問題を考える等‥）を作り、そ

れを強化につながるようなマトリックスを作ったらどうか。 
 

人材の国外流出に関して 

 国際機関へいくというのは、その経験を帰国後国内で活かすという事もある 
 国際社会で日本のプレゼンスを上げるため、国際機関で働く。 
 国連で働いた後、日本で活躍する方達も多くいる。 
 教員研修の費用を捻出し、このプロジェクトに参加する教員を増やすなど、サポートが

必要であるが、助成対象ではないと、却下された。 
 

グローバルキャリア講座 

 来年度のグロキャリ講座は学年全体で行うものが年に１回から 3 回に増える予定 
 10 月 28 日水曜日、池上彰さんの講演を全学年に 

 

学習と学習成果に関して 

 ラーニングアウトカム（学習成果） のために 9 年生はここまで、10 年生はここまで、

という目標を可視化する 
 ローカルに貧困や環境の問題に触れる 
 海外の他校の生徒達との対話  

o ローカルオリエンテーション 
o グローバルオリエンテーション 
o 英語でのコミュニケーション 
o スカイプはコストもなしにできるので、より多い生徒が恩恵にあずかれる 
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o ローカルに即した問題意識がコスモポリタンな問題解決になり、コスモポリタン

な問題を知る事になる。 
o デニスン（世界を良くしようという目的のためにそこに住む人）ではないが、日

本にいながらしてデニスンになれる（日本に居ながらにして、現地の文化・問題

等に、現地にいるように深く関われる 
o 玉川に来る留学生 300 人ともっと交流していくのは有効である。 
o 留学生が帰った後にも交流を続ける等‥ 

 

10 月 31 日ハイパネルミーティング、SSH・SGH の発表会が終った後に行いたい。 
デービッド先生も来日できたらよいと思う 

 

  
 
2.英語力 
（１）実施日程 

業務項目 実施日程 
 

英語検定、 
ＴＯＥＩＣ、 
ＧＴＥＣ受検 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

  英検 
実施  

GTEC 
CBT 
実施 

 
英検 
実施   

英検 
実施 

GTEC 
実施 

9 年全

員 

 

 
（２）実績の説明 
A.英語検定と TOEIC 受検の奨励を行い、GTEC（ベネッセ）導入を検討する 
【参加者】 

英語検定、TOEIC：9 ～ 12 年生の希望者 
GTEC CGT：10 年生の PL、A1、A2 コースの希望者 ＊A1、A2 は習熟度別クラス 
GTEC for STUDENTS：9 年生全員（ただし他校受験生は除く） 

【日 時】 
英語検定：第 1 回 6 月 7 日(土)、第 2 回 10 月 11 日(土)、第 3 回 1 月 24 日(土) 
TOEIC：4 月 13 日、5 月 25 日、6 月 22 日、7 月 27 日、9 月 28 日、10 月 26 日 
GTEC CGT：8 月 2 日(土)  GTEC for STUDENTS: 2 月 14 日 

【場 所】各教室 
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【内 容】 
玉川学園では英語教育に力を入れており、任意で英語検定、TOEIC テストを受検するよう奨励

している。英検試験は、学園内で２級まで一次試験を受検できるようにしている。また、この

たび SGH に指定されたことにより、8 月の GTEC CGT に高校 1 年生が無料で受検できること

となり、10 年生に呼びかけたところ 27 人の生徒が受検したいと申し出てきた。生徒は GTEC
受検に意欲的であり、クラブ活動の合宿や試合で重なり、受検したいができないと悲しがって

いる様子も見られたほどであった。学校をあげての協力体制のもと、2 月 14 日に 9 年生の全生

徒が GTEC for STUDENT を受検できることとなった。 
【成 果】 

TOEIC テストに関しては、10 年生が 2 人、11 年生が 5 人、12 年生が 25 人と学年が上がるにつ

れて、受験者数が増えた。700 点以上が 6 人、800 点以上が 11 人、900 点以上が 3 人と、高得

点を獲得している生徒もいた。英語検定では、9 年生～12 年生のうち、準 2 級が 85 人、2 級合

格が 33 人、準 1 級が 6 人合格した。(10 月段階) 
【課 題】 

来年度は、9 年生だけではなく 10 年生全員が GTEC for STUDY を受検できるように活動計画に

組み込まれた。ただ受検して終わるのではなく、しっかりとした英語の力をつけさせ、英語を

用いた活動へとつなげていけるようにしていきたい。 
 

B.11 年生選択科目「英会話Ⅰ」、12 年生選択科目「ＯＣⅡ」のコンテンツグローバル化 
（１）実施日程 

業務項目 実施日程 

11 年英会話 
12 年 Oral  
Communication 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

実施 実施 実施 実施  実施 実施 実施 実施 実施 実施  

 
（２）実績の説明 
【参加者】 

１１年英会話 I（選択 A,B 群）および１２年 Oral Communication II （選択 A, C 群）履修者 
【日 時】１１年英会話 I…週３時間、１２年 OC II…週４時間 
【場 所】各教室 
【内 容】 

生徒の英語での発信力を育てる目的で、年に４回（１２年生は３回）１人数分のプレゼンテー

ションを課した。日々の授業では、プレゼンテーションスキルを高める練習をさせたり、スク

リプトを書く段階では順序立てて自分の考えを英語で書くことを行わせたりした。以下にプレ

ゼンテーションのトピックを記す。トピックは身近な事柄や日本のことなど、やがては世界へ

向けた発信力へつながるよう意識して設定した。 
●１１年英会話 I（担当：アレン） 

1. My favorite thing  2. Introduction of my hometown  3. What is cool about Japan?  4. My dream 
●１２年 OC II （担当：アレン・ベイカー・マキニス・太田） 

1. Country of interest  2. Aspects of Japanese culture  3. The world in 2030 
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【成 果】 
プレゼンテーション活動を通し、自分の考えを発表するということにはある程度慣れさせること

はできたが、発表では原稿を丸暗記しての発表も多く見られ、自然な流れの中での発話活動を習

得するにはより多くの訓練が必要なようだった。 
【課 題】 
プレゼンテーション活動では、原稿の丸暗記ではなく、その場で英語を考えて発話することを促

し、自然な流れでの会話で意見を言う活動につなげたい。 
 

C.学内レシテーションコンテストの実施 
（１）実施日程 

業務項目 実施日程 

レシテーショ
ンコンテスト 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

準備 準備 準備 準備  準備 準備 準備 準備 
実施 

実施 
検証 

実施 
検証  

 
（２）実績の説明 
【参加者】ＩＢコースを除く１０年生全員 
【日 時】１ｓｔステージ：１月２７、２８、２９日、ファイナルステージ：２月１４日 
【場 所】１ｓｔステージ：各授業教室、ファイナルステージ：学園講堂１０４教室 
【内 容】 

「グローバル」な社会では、世界の諸問題に対して英語で話し合い、問題を解決していく力、

英語で交渉していくコミュニケーション力が求められる。 
現在の授業では、自分の言いたいことを英語で表現できるようにさせるために、英文訳読に終

始する授業からの脱却を図り、既習の英語を使って英語でアウトプットさせることを大切にして

いる。場面場面で自然に英語が口から出てくる「英語の自動化」を実現させるために、４月から

音読を重視した授業を展開している。コーラスリーディングに始まって、リード・アンド・ルッ

クアップ、シャドーイングなど多様な方法で音読の訓練を授業内に行うことを心がけている。こ

のように４月から続けてきた音読の授業のひとつの成果として目に見える形で提示したいという

ことと、また生徒が更なる音読へのモチベーションを高めるきっかけとなって欲しいという意図

からレシテーションコンテストを企画した。まずは１０年生のＩＢコースを除いた全クラスの生

徒を対象に行うことにした。 
１ｓｔステージは、全生徒対象でそれぞれの授業のクラスで行った。暗唱するテキストとして

は、教科書 Crown English CommunicationⅠの Lesson 8 の Section 2、Joe O’Donnell の回想の箇所を

使用した。習熟度別編成をしているため、ＰＬ、Ａ１、Ａ２コースの生徒は全文、Ｂコースの生

徒は前半部分をレシテーションさせた。ＰＬ、Ａ１、Ａ２コースの生徒は 2 分 30 秒以内に、Ｂコ

ースの生徒は 90 秒以内にそれぞれクラスの全生徒の前で発表させた。 
ＰＬ、Ａ１コースからは代表者を 2 名、Ａ２コース、Ｂコースからは代表者を 1 名ずつ選出し、

選出された代表者たちがコンテストのファイナルステージに進出することにした。選抜の際は、

ＥＬＦの教員にも協力してもらい、授業担当者と相談をして決めた。生徒たちには、評価シート

を配り、それぞれ発表者の評価をさせるとともにお互いをしっかりと聞き合えるようにした。こ

こでの評価は、毎週行っている単語テスト１回分に相当するものとして、生徒のレシテーション
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に対する前向きな取り組みを促した。 
ファイナルステージは２月１４日に行い、『ヴァレンタインズ・カップ』と名づけ、大学講堂

の大きな教室を借りて行った。発表した生徒は、それぞれの授業クラスで勝ちあがってきた選出

者１２名で行った。ファイナルステージでレシテーションする際のテキストは英語の絵本や偉人

の自伝を題材としたもので、コース別に英文を何種類か用意し、生徒たちに選ばせて暗唱させた。

ここでも生徒たちに評価シートを配り、選出者の発表をしっかりと聞けるようにした。まさにレ

シテーションの名の通り、代表者の誰もが自分の物語を語るかのように活き活きと感情を込めて

英語で発表する姿は、会場にいる生徒も思わず聴き入るほどであった。 

   

【成 果】 
レシテーションコンテストをする前日に授業内で練習の時間を取ったが、生徒たちが英文を見

ないで言えるように自然と何度も何度も音読をする姿が見られた。また、普段の音読の練習より

もより積極的に声に出して音読をする姿も見られた。このように、レシテーションコンテストに

よって音読の活性化につなげられたと思う。 
また、英文を暗唱できるようにする際に、左にスラッシュで区切った英文、右にその日本語訳

が書かれたプリントを配布し練習させた。このプリントを用いて暗唱の練習をする際に、日本語

訳だけを見ながらその日本語を英語で言えるように練習する生徒が多々見られ、自然と日本語→

英語への変換の練習となっており、リ・プロダクションの練習へとつながっていった。 
更には、英語をスラッシュで暗唱させることによって、自然と頭の中で英文を作成していく力

を身につけたと考えられ、「英語の自動化」へとつながっていったと考えたい。 

【課 題】 

今後は、これを単発で終わりにするのではなく、毎年の恒例行事としていき継続して音読の活

性化につなげたい。 

また、音読による「英語の自動化」だけで終わるのではなく、次は自分の言いたいことを英語

で表現していけるような練習をさせていきたいと思う。そのためにはライティングの練習などの

アウトプットの練習やプレゼンテーションの練習へとつなげていけたらと思う。 

 

D.アカデミック・スキル・キャンプ 
今年度は以下の 2つのプログラムを生徒へ紹介し個人応募とした。 

① カナダ・アップルビー校 夏期英語研修（9年生・10 年生対象） 

カナダのトロント郊外にあるアップルビー校にて、英語を母国語としない生徒を対象とした

英語研修が実施された。1911 年創立の私立共学校で、トップレベルの大学進学実績を誇る進

学校である。学校から 5名を選抜し、派遣した。 

８月 ３日(日) 日本出発－トロント到着 

８月 ４日(月) ～ ８月２９日(金) アップルビー校にて研修（学校寮泊） 
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８月３０日(土) トロント出発－８月３１日(日) 日本到着 

 
② Oxford Royal Academy 2014 Summer School 2014 
イギリスのオックスフォード大学で実施されたサマーセミナーを学内 LAN にて広報した。 
Session 3: August 3rd to August 16th 
Oxford Summer English, Oxford Enterprise Programme, Global Leadership Programme, Film 
Academy Introduction to Website Programming, Online Journalism, Blogging & Social Media, 
Engineering Preparation, Law School Preparation, Medical School Preparation, Oxbridge 
Preparation, SAT Preparation, UK University Preparation ,Academic Writing with IELTS 
Preparation 

 

3.大学とのグローバルな高大連携科目の設定 
今年度はスーパーグローバル大学に選出されている立教大学と関西学院大学および、玉川大学

との連携を模索した。そのなかで、立教大学異文化コミュニケーション学部と以下の日程で課題

研究に関するサマーコースを設定し実施した。3日間の講義はすべて英語で行われ、延べ 27 名の

生徒が参加した。 

 

● Super Global Summer Course for Tamagawa Academy 2014 - For Securing Japan's Future 
in an Ever-globalizing World 
（ア）目的 SGH 個人研究テーマに関連した一定の英語力（CEFR・B2（英検準 1）以上）を持

った玉川学園の高校生のみを対象としたサマーコース 

（イ）使用言語 全て英語・事前課題あり 

（ウ）期間 7 月 28 日（月）～30 日（水）9:00-12:00 3 日間  

50 分授業を 3時限または 100 分授業 

（エ）場所  立教大学キャンパス（池袋） 

（オ）講師 ポール・カニングハム教授、ステファン・ジョンソン准教授 

（カ）内容 

DAY1. Monday, July 28: International Cooperatives and Corporations in Poverty 
DAY2. Tuesday, July 29: Culture, Language, Communication and Diplomacy 
DAY3. Wednesday, July 30: Critical Thinking Skills, Learner Autonomy and Intercultural 

Awareness 
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●関西学院大学キャリアフォーラム 2014「国際機関で働く」 
2014/11/29 に将来、国際協力、開発援助の分野での活躍を志す者を対象に開催されたキャリ

アフォーラム 2014「国際機関で働く」に生徒 29名が参加。国連アジア太平洋経済社会委員

会(ESCAP)事務局次長の基調講演、パネルディスカッションのあとにはワークショップがお

こなわれ、生徒は国際機関で働いている人の実経験を聞き、キャリア構築について考えるこ

とができる機会を得た。 

<ワークショップ(自由に選択)> 

国連教育文化機関(UNESCO)、国連開発計画(UNDP)、国連難民高等弁務官事務所(UNHCR)、 

国連人口基金(UNFPA)、 赤十字国際委員会(ICRC)、外務省国際機関人事センター、 

国際協力機構(JICA) 

 

■日時： (土)12:30-17:30 

■場所： 西宮上ケ原キャンパス 

 

◆「立教大学」「関西学院大学」研修終了時アンケート結果 

対象者がそれほど多くないため、2つの研修において大きな違いがあるとは言えないが、「ボラン

ティアや研修への参加」「留学や国際的な活躍」への興味関心は非常に高い。 
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また、「講座への参加は有意義なものだった」「研修に参加したことによる変化」「グローバルな

課題についてのイメージ」「次回の参加希望」においての「強くそう思う」「そう思う」の割合は

高く、研修への満足度が高いことがわかる。 

①現在、ボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組んでいる

①強くそう思う 8 53% 13 68%

②そう思う 6 40% 3 16%

③あまり思わない 0 0% 2 11%

④全く思わない 1 7% 1 5%

計 15 100% 19 100%

②将来、ボランティアや研修へ参加するなどの自己研鑽活動に取り組みたい

①強くそう思う 9 60% 15 79%

②そう思う 5 33% 3 16%

③あまり思わない 1 7% 0 0%

④全く思わない 0 0% 1 5%

計 15 100% 19 100%

③高学年卒業後（大学在学時）、将来留学したり、仕事で国際的に活躍したい

①強くそう思う 13 87% 18 95%

②そう思う 2 13% 1 5%

③あまり思わない 0 0% 0 0%

④全く思わない 0 0% 0 0%

計 15 100% 19 100%

④高学年（9～12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したことがある

①強くそう思う 10 67% 10 53%

②そう思う 2 13% 4 21%

③あまり思わない 0 0% 0 0%

④全く思わない 3 20% 5 26%

計 15 100% 19 100%

⑤今後、高学年（9～12年）在学中に、留学または海外研修（短期）へ参加したい

①強くそう思う 4 27% 10 53%

②そう思う 6 40% 3 16%

③あまり思わない 4 27% 4 21%

④全く思わない 1 7% 2 11%

計 15 100% 19 100%

⑥グローバルな課題やビジネス課題の解決策やアイディアに関する大会へ挑戦したい

①強くそう思う 6 40% 12 63%

②そう思う 4 27% 4 21%

③あまり思わない 4 27% 3 16%

④全く思わない 1 7% 0 0%

計 15 100% 19 100%

⑦コミュニケーションスキルとして英語力をもっと伸ばしていきたい

①強くそう思う 15 100% 18 95%

②そう思う 0 0% 1 5%

③あまり思わない 0 0% 0 0%

④全く思わない 0 0% 0 0%

計 15 100% 19 100%

立教 関西学院

立教 関西学院

立教 関西学院

立教 関西学院

立教 関西学院

立教 関西学院

立教 関西学院
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4.グラハム・パイク氏による教員研修 
 構想調書ではパイク氏による教員研修を平成 27年度に実施予定とし、本人からも内諾を得てい

たものの、その後教員研修そのものは SGH 予算対象外との回答を得たため、実施を断念した。 

 

5.ダイアログ・イン・ザ・ダークを通した関係性（エコロジー）の探究 
【参加者】出展者 １０年雲仙組生徒３２名、入場者 １６０名 
【日 時】平成２６年９月１３日（土）・１４日（日） 玉川学園高学年ペガサス祭(文化祭) 
【場 所】玉川学園高学年校舎 ３階 ３０７教室 
【内 容】 

〔経緯〕 

５月 ダイアログ・イン・ザ・ダークが開催している“暗闇の中の対話”。光を遮断した空間

でコミュニケーションの大切さを再確認するというイベントを、ペガサス祭(文化祭)の

クラス発表として教室で再現し、クラスが団結して取り組むことが決定した。 

６月 クラスで実際にダイアログ・イン・ザ・ダークを体験。 

   「雲仙イン・ザ・ダーク」としての企画書を全員提出。コアメンバーがまとめ、 

   コンセプト、教室図面を作成。 

７月 使用教室を暗闇にする方法を施工。各コーナーアトラクションの試行錯誤、 

   リハーサル。 

   クラス全員にアトラクション内容・教室レイアウト図・アテンド（案内役）の 

   台本を配布。 

   役割、当日のシフト決定。 

８月 コアメンバーでアトラクション、台本内容の修正、最終決定。 

９月 クラス全員に決定版の台本を配布。 

   台本に沿って、アテンド・受付の研修会。 

   １３日・１４日ペガサス祭(文化祭)当日、無事に出展。 

   「雲仙イン・ザ・ダーク」の振り返りを全員提出。 

〔内容の詳細〕 

 光、視覚を遮断した教室内で用意されたアトラクションを体験する。 

教室は３つのエリアに分かれており、 

１、 自然のエリア：落ち葉や石、水を、聴覚、嗅覚、触覚を研ぎ澄ますことで認識する 

落ちているボールを見つけ出し拾う 

２、 チャレンジのエリア：拾ったボールを的に当てる（当たると鈴の音がする） 

             トンネルをくぐる 

３、 アートのエリア：机に向かって座り、おはじきアート（○や△を描く）をするというア

トラクションが用意されている。アテンドもお客様も暗闇で、お互いの言葉のやり取りを大切

にし、視覚以外の感性を研ぎ澄ますことで、誘導し、アトラクションを体験していただく。 
【成 果】【課 題】 

視覚から物事を捉えることの多い日常の中でより大事な言葉によるコミュニケーションを見

直し、思いやりのある的確な言葉のやり取りから、より良いコミュニケーションが確立できる

という実践が出来た。 

 出展者側としては、立案・企画・実践を通じ 生徒が個々に適材適所を自覚して仕事を担当
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し役割を果たすことが出来た。各自、言葉の大切さ、コミュニケーション力を再認識し、結果

的にクラスの団結も見受けられ、大変有意義であった。この体験を活用し、コミュニケーショ

ン能力がさらに高まることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.海外トップ大学生たちとの交流 
【参加者】GAKKO メンバー17名・たまがわ国際会議 参加生徒 54 名 

【日時】2014 年 7月 19 日(土) 8:30～12:00 

 

2014 年 7月 19 日(土)の午前中、たまがわ国際会議の一環として、GAKKO PROJECT を招聘し

て、ワークショップを実施した。GAKKO PROJECT とは、欧米の大学生、大学院生を中心に構成さ

れた非営利団体で、その出身大学はイエール大学、ハーバード大学、トロント大学をはじめ、イ

ギリス、フランス、カナダ、トルコなどにおよぶ多国籍な学生団体である。今年は、本学の卒業

生が Senpai として活動をしていたことから声をかけ、リーダーシップ向上を目的とした「エッ

グドロップ」というワークショップを英語で実施し、最後はチームごとにプレゼンテーションを

行った。 
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世界のトップといわれる大学に所属している大学生を身近に接し、その創造性やコミュニケー

ション力の高さに大変大きな刺激を受けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.10 年次「玉川アドベンチャープログラム（TAP）」の必修化および自由研究「リーダーシップ

（TAP）」の履修 
◆10年生全員による TAP 活動 
【目的】【参加者】 

10 年生は、内部進学者（200 名）と他の中学からの進学者（40 名）合わせて 240 名が、8 クラ

スに分かれ、それを 3 クラスやクラスごとに別けて活動した。その目的は、学級運営を早期に

円滑にするため、①いじめを予防して生徒相互のコミュニケーションを図るきっかけ作りをす

る。②仲間の個性や多様性を認め、相互理解と新しい仲間作りの機会とする。である。 
【日 時】 

①4/3 ②4/30 ③5/29･30･31 ④6/11･12 ⑤7/22・23 ⑥10/11 ⑦11/28 ⑧12/12 

【場 所】高学年多目的ホール、TAP センター、記念体育館 1階、ロープスコース 
【内 容】 

指導教員 学術研究所 TAP 指導員：白山明秀・村井信二・川本和孝・永井由美 

活動内容と特記すべき事項（村井信二が指導した浅間組の記録から引用した） 

③回目 ・自己紹介・ライナップ・カテゴリー・ハブユーエバー・ペアストレッチング・ごろ

べえ・振り返り 

・緊張した状態であった。何をするのか分からない状態でクラスの全員で同じ活動をすること

に慣れてないようである。自由研究 TAP に参加している生徒がリーダーシップを発揮してくれ

ている。今後が楽しみなクラスである。 

④回目 ・自己紹介・ペアストレッチング・スワンストレッチング・インチウォーム・ジャン

プロープ・フルバリューについて、フープリレイ・振り返り 

・段々と緊張が解けてきた。様々な活動に意欲的に参加しようとしている。男女の仲は良さそ

うであるが一緒に活動するまでに至っていない。 

⑤回目 ・自己紹介・ウォーミングアップ・トラスト系・ストーンヘッジ・スペースエッグ・

振り返り 

・久々の活動であるが元気なクラスである。男女に分かれての活動だが、協力や信頼がないと

出来ない場面でも積極的に行っている。課題に対して意見を出し合いみんなが取り組もうとし

ている。生徒達がまとまっていこう、楽しいクラスにしようとする姿勢と行動が見られる。 
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⑥回目 ・体調確認・ペアストレッチ・エブリバディズアップ・ローエレメント 3 つに分かれ

る（モホーク・マルチバイン・テンション）・振り返り・感想 

・3 つのグループに分かれてローエレメントに入った。小グループで関わりを持ちながら協力

することを体験した。関わりをもっと持ちたかったという意見や真剣になりすぎて安全面への

配慮が欠けた場面もあったが皆元気な顔で帰っていった。このような体験がクラスによい刺激

になっていると思われる。 

【成 果】【課 題】（10年浅間組を例とした） 
TAP による体験活動によって、クラスの雰囲気やその中のひとり一人のクラスへの関わり方

が変化した。活動を通してより良い人間関係を作るための気付きや学びを引き出し、クラスが

持っている雰囲気やクラス員の個性を伸ばす活動と振り返りがあった。ファシリテーターは、

友達の意見を尊重すること、自分の意見を発表すること、協力すること、見守ること、無視し

ないこと、支えること、リーダーとなって発言すること、行動することなど、何が重要かを様

々な角度から生徒の学びや気付きとして引き出した。その結果、クラスの雰囲気は良くなり、

例えば、海外留学の仲間を励ます会を自主的に催し、仲間を思いやり積極的に関わり、みんな

で楽しい時間を共有することが出来た。このことからも 10 年生の HR 作りに TAP 活動は、プラ

スに働いたと考えられる。 

 

◆総合的な学習・自由研究「アドベンチャー研究部」による TAP 活動 

【日 時】金曜日の 6・7時間目を総合的な学習、自由研究の時間 
【内 容】 

金曜日の 6・7時間目を総合的な学習、自由研究の時間

において体験を通して学んだ。指導者は、学術研究所の

指導員である白山明秀・永井由美と高学年教諭平山雅行

である。平成 26年度のアドベンチャー研究部の活動目標

は、①アドベンチャーの意味を理解し、体験することで

得られる効果を研究する。②集団で活動することで得ら

れる効果と意義について考える。③体験学習と自己変容

の関連を調査・分析・研究する。④アドベンチャー教育

の歴史とその効果を調査研究し、個々の研究課題に活かせるようにする。 

前期は、ローエレメントロープスコースを中心に活動し、グループとチームの違いを考えた。

（前期ローチャレンジ写真①）自分と他者の関係作りの中では、自己理解・他者理解、自己発

見が出来る活動を行った。また、体験を元に話し合いをすることで、積極的に参加することが

重要であることを学んだ。（前期 ローチャレンジ 写真①） 

後期は、ハイエレメントロープスコースを中心に活動し、

挑戦することで得られる高揚感やその挑戦をサポートする

ことの重要さを体験した。ここで得られた至高体験によっ

て更に高い挑戦に結びつけることが目的である。挑戦した

者だけが得ることが出来る成功体験だが、その成功を支え

るものは仲間のサポートであり、大きな声での応援である

ことを学んだ。友達の挑戦に対して真剣にサポートしたり

声の限りに応援したりする姿が見られた。（後期ハイチャ
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レンジ写真②） 

【成 果】【課 題】 
TAP 活動の中でリーダーが学ぶことは、まず安心して発言したり行動したりできるのはそれ

を支えてくれる仲間がいることである。そしてリーダーは、視野が広く思いやりがあり、何よ

り感謝のこころを持って活動することが重要であることを学ぶ。目標が達成出来たときに得ら

れる充実感や達成感、それと共存する辛抱や忍耐、仲間と活動する中での信頼や協力や安全へ

の配慮と様々なベクトルを考えながら、リーダーとしてのスキルを学んでいく。何度も壁にぶ

ち当たりながら仲間を信じて粘り強く意見を言い、仲間の納得を得て気持ちをまとめていく大

変な作業を学ぶ。ここで学んだリーダーとしての素養は、どんな困難な場面にも活かされ、粘

り強く挑戦する力となることを確信している。 

 

 
７ 目標の進捗状況、成果、評価 
ア 生徒の変容 
① グローバルな社会・ビジネスに関する課題への理解，興味・関心にはまだ課題がある。 

SF による外部評価の結果、および上記生徒

アンケートの結果からみると、生徒全体として

自分の力を”外”で挑戦してみようという意欲

がある生徒は約 1/2 弱にとどまっている。今度、

各種コンテストの案内広報の充実、および応募

の奨励が必要である。 
 
 
② 論理的思考力、判断力、表現力、創造性 
 アクティブラーニング型の授業を導入しているワールド・スタディーズ、ラウンドスクエア実

行委員会、および IB 生徒においては、生徒の提出物などからその成果をみることができた。ただ、

生徒全体からするとまだ一部に過ぎない。また海外研修参加生徒に関しては、十分な事後指導の

時間をとるのに苦労したため、満足のいく研究発表の内容には至らなかった点は来年度改善して

いきたい。（生徒成果物については後述資料を参照） 
 
③ 学力・学習意欲は、生徒の半数に肯定的な変化がみられた。 

 

年度末におこなった教師アンケートでは、生徒の約半数弱にとくに英語学習における変化が

みられたと回答した。初年度である今年は英語科を中心に様々な新しい英語学習への動機付けと
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なる試みが実施されたことによる一定の効果が認

められるのではないか。また約 2/3 の生徒において、

興味関心の変化がみられると回答した。今後とも継

続的に取り組みを行い、各教科でも関連した取り組

みが広がっていけばさらに全体的な学習意欲の向

上につながると考えられる。 
 
 
④ 進学・就職の動向は、約半数の生徒における進路選択に変化がみられた。 

上記教師アンケートでは、生徒の約半数弱に進路

選択における変化がみられたと回答した。さらに具

体的に回答の内容を引き続き精査する必要がある

ものの、本学 SGH の各種取り組みの成果が認めら

れるのではないかと考えられる。今後とも継続的に

取り組みを行い、さらに生徒の個人研究テーマの追

究の深化により、さらに多くの生徒へ波及効果を期

待したい。 
 
イ 教員の変容 
① 約 2/3 の教員は SGH 諸活動を通して、生徒に何らかの変化があった認識した。 
約 2/3 の教師は生徒に何らかの変化があったと回答

した。SF の外部評価を実施した際の教員インタビュ

ーのコメントからもその変化は肯定的なものであ

ると考えられる。しかし、今後 SGH の更なる効果

を上げるためには、教員間の更なる当事者意識の醸

造が求められる。 
 
 
② 教員のグローバル人材育成に対する指導方法への影響を与えた。 
SGH の実施にともない、教師自身の指導方法へも

何らかの影響を与えていることが明らかになっ

た。IB 手法を参考にすることを研究課題のひとつ

と挙げているので、今後との IB の授業がどのよう

に展開されているのか、アクティブラーニングの

手法、生徒へのメッセージ性を持つ評価方法や観

点などについて更に教員間で理解を深めていく必

要があると感じた。 
 
③ 教員間の連携・協力，指導体制は、約 2/3 の教員が肯定的にとらえていた。 
 約 2/3 の教師が肯定的にとらえている回答を得た。しかし、SF の外部評価で指摘されているよ

うに、SGH を今後さらに定着させていくためには関わる教員の裾野の拡大が必要である。 
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＜教員＞SF による外部評価書からの抜粋 

・44％が「とても賛成する」、50％が「賛成する」

と TSGH の取り組みについて肯定的な回答をし

た。 
・肯定的回答が高いものの、初年度に関しては

TSGH 実行委員の少数の教諭を中心に運営され

た。より幅広い教諭の運営参加が望ましいとさ

れるものの（業務量により）難しい状況があると

懸念している。 
 
④ 教員の大学等との人的ネットワークは、約半数の教諭が広がりを感じていた。 

約半数の教員は、大学等との人的ネットワークが広がったと回答した。この割合は、SGH 常任

委員数以上であるため、SGH の実施にともなって実施された諸活動のなかから接点があったと考

えられる。また来年度の研究発表会の実施に向けて、学事日程の都合がとりやすかった 1～2 月に

実施の案内があった他の SGH 先進校の視察に合計 16 名の教諭を派遣し、研修を重ねた。 

 

とくに本校は SSH、IB 校であり、研究会当日は効率的なスケジュールや運営が求められたため、

多くの教諭によるモデル校の視察は、来年度へ向けての準備として大きな意義をもつ視察となっ

た。 

 

ウ 保護者の変容 

① SGH 事業に対する賛否 

80.8％の保護者（アンケート回答保護者数 125 人中 101 名）は TSGH が今年度始まったものだと

いうことを認識していることが、SF による外部評価書より明らかになった。 

 

② 子供の様子を通しての SGH 事業についての理解 

95.2％の保護者は TSGH の目的や目指すものは自分の子供にとって、「非常に大切であると思

う」もしくは「大切であると思う」と SF による外部評価書で明らかとなった。 

 

③ 学校や教員に対する意識等 

基本的に保護者は TSGH に対し、幅広くさまざまなものへの参加の機会を生徒に提供することを

期待しており、今後さらなる情報を共有することを望んでいると回答している。また、経済的支

援（研修の旅費）は子供を研修に参加させるうえで明らかに助けになったとする保護者がいる。

しかし一方で、海外研修に対しては、まだ経済的に難しいという声もあった。今後さらに私学に

よる奨学金や「とびたて留学日本」の広報を行っていく。 

2014年度SGH先進校視察
月日 訪問先 内容

1 01/24 昭和女子大学附属昭和高等学校 大学や実社会と連動させたデュアルグローバルプログラム公開授業・講演会

2 02/02 立命館中学校・高等学校 第1回「高校教育のグローバル化を考える」シンポジウム

3 02/06 大分県立大分上野丘高等学校 平成26年度大分上野丘高等学校スーパーグローバルハイスクール成果発表会

4 02/12 島根県立出雲高等学校 スーパーサイ エンスハイ スクール並びにスーパーグローバルハイ スクール研究成果発表会

5 02/21 広島女学院中学高等学校 第2回広島女学院中学高等学校SGH研究発表会

訪問 5件
人数 16名

訪問者

長谷部・大原・坪井・前田
前野
川崎・上村・硤合・力石

島津　・原美紀子
藤樫・登本・鳥海・有川・横山絢美
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④ グローバルな社会・ビジネスに関する課題に対する興味・関心 等 

今観点に関しては、直接保護者からのデータ収集ができなかった。しかし、約 200 名の海外か

らの交換研修生へホームステイを提供している実績を鑑みると、多くの保護者は自分の子どもが

異文化にふれることに価値を見出していると考察することができる。当然、ホームステイの提供

には家庭の事情が影響をするので、今後、ホームステイを提供できない家庭の生徒も気兼ねする

ことなく参加および応募できる海外研修の形態を研修する。 

 

エ 学校の変容 

①  公開授業や交流会，発表会の実施 

今年度は以下 4回の発表会を行った。その他、11月に文部科学省による SGH 授業視察を受け入

れた。来年度に関しては、SGH/SSH 合同で発表会を企画している。 

1.  9 月 ペガサス祭 

2. 11 月 IB フォーラム 玉川大学学術研究所 

3. 12 月 J-FUN ユース・UNHCR ユース OB/OG 勉強会 

4.  3 月 生徒発表会 

 

②  SGH 事業の成果普及のための取組 

学内外へ積極的に SGH の成果を広報するとの文科省の意向に基づき、本学 SGH 専用の HP の整備

を優先的に実施してきた。また英文 HP のリリースを行い、海外へ対しても実施内容がわかるよう

につとめた。ホームページの整備にあたっては、SNS の拡大を受けて生徒や保護者からのアクセス

がしやすい環境が必要であることから、FACEBOOK と連動する形をとった。またグローバルキャリ

ア講座の様子も YouTube を使って、限定公開の形でデータベースを行い、自宅の PCやスマートフ

ォンからも視聴できるようにした。今後も積極的に発信に努めていく所存である。 

 

③  国際関連のクラブの活動状況 

本学では「国際関連クラブ」はないものの、ラウンド

スクエア実行委員会や自由研究グローバル研究の生徒

がその主体となって活動している。上記は、海外からの

来校生の数であるが、そのホームステイの提供、7月に

開催された「たまがわ国際会議」の企画立案および運営、

そのた日常的に短期留学生との交流会などを企画立案し、広く全校生徒へ広報して参加を募って

いる体制が整えられている。来年度は、さらに SGH 活動へ関わっていきたいとの生徒からの申し

出もあり、どのような形で可能が参加拡大を図っていく。 

 

④  各種コンテストへの参加状況 

○国際的なコンテストへの参加数 50 名 

今年度は合計 50 名の参加が認められた。前年度

の実績が 30 名であるので、20名の増加が認めら

れた。今後さらに各種コンテストの広報と参加呼

びかけを強化することにより更に増加を望みた

い。  
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○入賞者数 延べ 8名 

計 8名の入賞者があった。そのうち優勝に相当するものが 2件あり、SGH 研修旅行への参加者

の入賞や、英語科や国語科など教科横断的な

取り組みによって、ある程度の効果が認めら

れたのではないかと考えている。右記以外に

もビジネスコンテストなどへの参加もあり、

入賞があるものの、本学の研究課題とは異な

る分野のため、数値への計上を見送った。 

 

⑤ 自己点検・自己評価の在り方等 

生徒全員へのアンケート調査は、今回は日程上の都合が合わず、年に 1 回のみしか行うことが

できなかった。また保護者へのアンケートも対象生徒の保護者を中心に行ったのみであった。来

年度は、学年単位のグローバルキャリア講座を各学年複数回実施できる見込みであることから、

生徒の意識変化を今年度よりもさらに的確に把握することが可能になると考えられる。また保護

者の意識変化も調査項目にあることから、父母会などと連携し更なる充実をはかっていく。 

 
オ 管理機関の変容 

実質年度途中のプログラム開始とあり、大変厳しい日程であったが、現場と管理機関である学

園教学部と密接に連携をとりあい、6 月からの SGH 事務局の開局に至った点は大変大きな成果で

あった。幼稚部から高等部までの教育支援を行う部門であるため、学園全体のなかで中学後半か

ら高校段階である SGH が一貫教育の中でどのような効果があるのか今後とも検証をしていく。ま

た、経費や人事の部分でも今後とも密接な連携のもと SGH 事業を推進していく。 
 
カ 大学、企業、国際機関等 

主にグローバルキャリア講座を依頼した大学関係者および関係団体の担当の方からは、取り組

みに関して評価の声を多く頂いた。来年度へ向けて引き続き連携を確認した大学や関係団体もあ

り、今後とも積極的に関わりをもって行きたい。課題としては、国際機関のなかでも国際連合関

係機関からの反応は厳しいものがあるのが現状である。多くの国連機関は特定のグローバルな大

学へは出張授業などの実績があるものの、高校生へはその目はまだ向けられていない。大変限ら

れたスタッフで駐日事務所を運営している現状も理解できるものの、今後とも様々な人的ネット

ワークを駆使して、関係をつくり、高校生もさらに未来の日本のプレゼンスを高める人材である

と認識してもらえるように不断の努力を続けていきたい。来年度は、外務省国際機関人事センタ

ーとの連携協力を行う方向で企画を進めているので、ぜひ高校生に国連機関の現役の職員の方々

との関わりを持って、さらなる研究課題の深化やキャリアへ対するイメージを明確化してもらい

たいと考えています。 
前述した SGH の HP および FB による情報発信以外にも、以下のメディアを通して本学の実践

の広報を行った。 
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８ 次年度以降の課題および改善点 

実質年度途中からの開始となった SGH プロジェクトであったため、当初から試行錯誤の連続で

あったものの、多くの教職員および関係の方々の協力により初年度の目的が概ね達成されたので

はないかと考えており、感謝したい。とくに諸実践へ対する評価の結果から見えてきた玉川学園

の特徴や課題は今後の学校全体としての研究課題や方向性を定める上で大変貴重なデータが明ら

かとになった。以上を踏まえて、次年度以降の課題および改善点として 4 点挙げたい。 
１．社会貢献活動へ取り組む生徒数の増加対策 
 「重視する」生徒群 181 名中 89 名にとどまり、国際的に活躍したいと多くの生徒が思ってい

る割に、実際に行動をとっている生徒が少ないという結果が明かとなった。またハイパネル会議

（外部評価委員会）においても「ローカルな活動からグローバルな課題へ」つなげることが肝要

との指摘があった。平成 30 年度の目標値は 200 名であるので、複数年次をかけて参加生徒増加へ

向けて対策が必要である。来年度の改善策としては、積極的にボランティア活動に関する情報提

供を本学社会奉仕実行委員会や IB の CAS や Service@Tamagawa 担当教諭と連携していく。 
２．海外研修参加生徒数およびホームステイ提供数の増加 
 家庭の経済状況に配慮して生徒自身が研修参加を見送ると回答した生徒が 1/3 程度いること

が明らかとなった。SGH 対象研修への費用補助は継続するものの、海外へ行かなくても年間 200
名程度来校する海外研修生徒のホームステイ提供をさらに生徒と保護者へ呼びかけていく。改善

策としては、4 月中に年間海外研修予定の提示、およびホームステイ提供を経験した保護者の協

力を得て、保護者会などの機会に体験談を共有していくなどの方策を実施する予定である。 
３．生徒の課題研究の強化 
 グローバルキャリア講座の質量の両面における改善を実施する。全体としては大変質が高い

講座を提供でき、生徒の満足度も高く終わったものの、講師の体験談に偏る傾向もみられた。来

年度は、課題研究に直結する内容を強調することと、学年単位実施の機会を増加させる。また生

徒の成果発表会も実施を計画している。 
４．大学連携と発信力の強化 
スーパーグローバル大学 2 校（立教大学・関西学院大学）と玉川大学などと密接な連携関係を

築くことができた。来年度へ向けて更なる大学連携数増加を計画している。また海外の大学との

連携も模索し、海外研修時に訪問して講義受講、同時に日本の貧困や人権問題などの発表および

質疑を通して相互理解する機会を設定していきたい。また今年度に引き続き、SNS やホームペー

ジを通して積極的に SGH の成果広報をつとめていきたい。 
 

掲載メディア一覧 ＊本学SGHホームページおよびフェイスブック配信分は除く

月日 掲載 タイトル

1 2014.6.2 The Japan Times　記事 Schools aim to nuture 'Super Global' leaders
2 2014.6.7 読売新聞　朝刊記事 国際人材育成多様に「スーパーグローバル高」56校

3 2014.6.30 夢の丘「玉川学園K-12父母会報」No.15 「国際機関へキャリア選択する全人的リーダーの育成を目指して

4 2014.10 月刊誌　全人　No.787　玉川大学出版部 特集「グローバルリーダーを育てる」
5 2014.12 月刊誌　全人　No.789　玉川大学出版部 玉川学園ニュース　
6 2014.12.10 高校生新聞　12月号 ボツワナと南アフリカ　肌で感じた
7 2015.2 月刊誌　全人　No.791　玉川大学出版部 玉川の先輩を訪ねてNo.65一盛和世氏
8 2015.3 夢の丘　玉川学園K-12父母会報　No.16 玉川学園のスーパーグローバルハイスクール（SGH）実践について 

9 2015.3 地雷廃絶日本キャンペーンJCBLニュースレター 玉川学園ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｰｽｸｰﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと地雷問題

10 2015.3 GLOBAL REPORT,島根県立出雲高校SGH月刊報 国際機関へキャリア選択する全人的リーダーの育成を目指して 本学SGHの実践紹介

合計

SGH採択の背景およびアフリカ研修の写真紹介

内容

保護者向けSGH広報記事
本学SGHの実践紹介
グローバルキャリア講座の紹介

元WHOジュネーブ本部専門官のインタビュー

グローバルキャリア講座と48システムの紹介

アフリカ研修参加生徒による寄稿記事

10件

本学の研究開発課題名紹介

SGHでの地雷問題への取り組み紹介
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External Evaluation for the Academic Year 2014-2015 
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参考資料：グローバルキャリア講座詳細 
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参考資料：生徒成果物① アフリカン・スタディーズ参加生徒プレゼン資料 

 

First, I will talk about JICA. 

JICA stands for Japan International Cooperation Agency. 

JICA’s vision is to help all people to advance and to benefit 

from development in order to become dynamic. 

JICA supports many countries all over the world. 

Almost all countries in Africa are supported by JICA. 

JICA helps 35 countries in Africa.  

 

I will explain about JICA’s actions in Japan in two parts. 

JICA ’ s support includes participating in international 

cooperation activities and NGOs, and local governments, and 

universities. 

JICA has been cooperating in a variety of ways. 

Also JICA recruits volunteers in Japan. 

The person whose desire is to help people in developing 

countries,  

and then through selection, enter training to become a 

professional aid worker. 

 

I will explain about JICA’s actions in Japan in two parts. 

JICA ’ s support includes participating in international 

cooperation activities and NGOs, and local governments, and 

universities. 

JICA has been cooperating in a variety of ways. 

Also JICA recruits volunteers in Japan. 

The person whose desire is to help people in developing 

countries, and then through selection, enter training to become 

a professional aid worker. 

 

JICA does not only assist in life support but also disaster 

support. 

Large-scale natural disasters often occur around the world and 

many people have died. 

For example earthquakes, tsunamis, typhoons, floods and 

volcanos. 

Natural disasters such as earthquakes and typhoons and often 

occur in Japan too.  

So, Japan has a wealth of experience and natural disaster relief 

support skills.  

From these experience makes Japan useful in providing support 

during disasters in developing countries. 
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I researched about Japan’s GDP growth, because I thought I 

should know about my own country. 

Japan’s economy is not stable, it sometimes increases and it 

sometimes decreases. 

On the other hand, Botswana’s economy is growing every year. 

Growth in Botswana is remarkable by worldwide standards, but 

Botswana has difficult problems, and is supported by JICA. 

 

 

Botswana is one of the countries supported by JICA. 

The aim of JICA's support to Botswana are first, infrastructure 

development for economic growth And second, development 

acceleration in areas of poverty. 

I wanted to see JICA’s action with my own eyes and I decided 

to join this program. 

Thank you for listening. 
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*We should solve the environmental problems, not just in 
Japan but all over the world. 
These days a lot of problems in nature have been 
prevented, such as global warming and deforestation. 
I think we can solve the environmental problems by 
making connections between them and the economic 
activities made by people. 
 
 

 

＊After the 1950’s and during Japan’s rapid economic 
growth, pollution increased. 
There were 4 categories of pollution related illnesses called 
“4 major pollutions” 
I think modern Japan exists because we overcame the 
pollution problem. 
 

 

*There were four major pollution related problems in 
Japan. 
Itai-Itai disease, was caused by pollution that occurred in 
Toyama Prefecture in the Jinzu region from untreated 
waste water from a mine in Gifu Prefecture.  
The cause of the Itai-itai disease came from a substance 
called cadmium. People ate vegetables and drank water.  
The solution to this pollution, was resolved by Mitsui 
Mining & Smelting when they paid 600,000yen per victim. 
After that. Japanese government established the low of 
environmental pollution prevention get against anti-
pollution. 
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Hi, Today I will talk about discrimination against woman in ja-
pan. 
 

 

First, Discrimination against women is…. 
A term that can relate to sexual discrimination against woman. 
There are many areas where we can see sexual discrimination, 
For example, politics, society, culture and the economy and other 
areas of society.  
Japan has one of the worst records considering sexual discrimina-
tion ranking 136th out of 105place in the Gender Gap Index. 

 

Second, what is caused to make a discrimination? Historically we 
see that war had a large role to play in creating sexual discrimi-
nation. 
Woman were thought to be responsible for children and the fam-
ily. 
Their roles were not valued by men. 

 

As I talked before, Japan has many environmental 
problem. 
The countries must work together to solve environmental 
problems. 
This can be one way to improve relations among countries. 
After Japan overcame its environmental problem, the four 
major pollutions, it can now help solve developing 
country’s environmental problems. 
We must continuously consider the landscape 
environmental issue in Japan now. This include the 
increase in construction that destroy forests and causes 
pollution and which is also caused by daily human life. 

 

*If we do nothing about the environmental problem it will 
be too late to solve it. 
We must take immediate action. 
→Reducing the cost of pollutions. 
When an environmental problems occurs in developing 
countries, the goal must be to quickly improve 
environment. 
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Next, the problem having in Japan today. Economic discrimina-
tion is a serious problem in Japan. The ”Equal Employment Op-
portunity Law” was introduced but it hasn’t had an effect. 
Overseas agencies report “gender discrimination in the workplace 
is common place in Japan”. 
Economic discrimination is a serious problem in Japan. The 
”Equal Employment Opportunity Law” was introduced but it 
hasn’t had an effect. 
Overseas agencies report “gender discrimination in the workplace 
is common place in Japan”. 

 

・"Men work, women do housework"  
・In the workplace women are sub ordinate.  
・Man=side to evaluate. Woman=side to be evaluated.  
It is a word that is said to work of Japanese women well. 

 

Finally, I’m talking about what should we do? 
In the west, companies think diversity leads to stronger , more 
competitive companies and they attach great importance to the 
promotion of woman.  
=Japanese companies should follow this ideal survive in the in-
ternational market. 

 

 

I will talk about discrimination in Japan. 
 

 

Discrimination in Japan began during the Edo period. 
One type of discrimination was called Eta-Hinin. These people 
were members of the lowest class in Japan. 
Class system of the Edo period was abolished in 1871  
But only the name changed and discrimination continued. 
 

 

People that have been discriminated against were gathered in the 
area of buraku. 
Class system was abolished, but discrimination was continued 
Discrimination exists in the consciousness still. It is discrimination 
by last name or address 
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The difference between the environment and the general people 
and Buraku was a big thing 
It is in the admission rate and revenue 
Policies that eliminate discrimination by the country in 1969 was 
enacted 
 

 

Was reduced to high economic growth period of Japan but discrim-
ination also exist areas where discrimination still remains 
 

 

I believe that it is key to education is to completely eliminate the 
discrimination from Japan 
 

 

 

Hello, My name is Mana Matsumoto. I am from Tokyo. I’m 
grade 10 student at Tamagawa Academy. Today, I want to talk 
about human rights in Japan.  
 

 

There are so many human rights issues in Japan. Some human 
rights issues unique to Japan include the discrimination of the 
Ainu people, and the Japanese people abducted by North Korea. I 
would like to talk about “Children’s’ Rights”, since this is 
the most familiar to me. 
 

 

There are various problems that children experience. They in-
clude bullying, corporal punishment by teachers, child abuse by 
parents and pornography. 
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This is a breakdown of the number of reported cases of bullying 
in Japan. The thing that surprised me was that bullying in ele-
mentary school was more than in junior high school and that 
there are also more than 70,000 (seventy-thousand) reported 
cases in one year. You now often hear about "bullying" in the 
mass media, I used to think that it is not a big problem. Now I be-
lieve, if we look into it a little, the more we can solve the problem 
of bullying and end it.  
In the first place, What is the bullying? I began to be worried 
about being bullied while I researched it. It means "to torment 
the weak, annoy," on the dictionary. When you hear the word bul-
lying, there is the image of "the harassment against people who 
are weak by people who are strong". But I do not know what kind 
of be a person as "a man of strong power." "What has been done 
by power not defined in the narrow world", I think that it is "bul-
lying" it. 
 
 

 

This is the breakdown of why children commits suicide. “Bully-
ing” represents a very small percentage while the largest percent-
age for the cause of suicide is “unknown” or there are many rea-
sons. Even so, I can’t believe that 200 students ended their life. 
They were so young. In Japan, people do not have to worry about 
not having enough food to eat and a place to live. We live in a 
technological country, and we have many hopes for a future.  
This is a waste! I think it’s too precious to waste our life that our 
parents gave us. 

 

This is one of among the suicide cases was because of bullying. 
Male students of junior high school sophomore of Otsu, Shiga 
Prefecture, has become a result of suicide by the bullying of the 
contents or the hands and feet tied with a rope, that was allowed 
to the practice of suicide. Board of Education and the school in 
spite of knew the contents of bullying such, it was not recognized 
as "did not know". After all, this incident I have dismissed as 
coming from the home environment.  
This is a very famous incident, but I ended up very surprised to 
respond Board of Education schools and the contents of the bully-
ing. Content that is unlikely to be human. You should not really 
be forgiven. Who are bullied to rely on people, people around is 
not a spectator in any way. I think that it would be necessary for 
it to not to waste precious above all life. 
 

 

Thank you for listening. 
 

 

 

My name is Rikako Ueda in Grade 10 at Tamagawa Academy.   
I will present about “Environment and Problems in Japan”.   
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① As shown in this graph, Japan experienced rapid eco-
nomic growth.  Japan’s GDP was number 2 in the world 
for a long time, but fell to number 3 behind China in 
2010.   

② The Background for Japan’s economic growth were 
things such as technological growth a high rate of per-
sonal savings, domestic market growth especially with 
home appliances and a government policy to protect in-
dustries.   

③ This rapid growth was brought about from mainly three 
efforts.  First was the population concentration of large 
cities.  Second was the evolvement in the service indus-
try.  And third was the change in personal lifestyle.  
However, in the shadow of bright economic growth, in-
dustrial development resulted in serious pollution prob-
lems.  Let me explain this in the following slides.   

 

There were four major pollution-related illnesses during the rapid 
economic growth period in Japan. 
The first was Minamata Disease found in Kumamoto in 1953.  It 
disabled arms and legs, speech, hearing and nerves.   
The Same symptoms were observed in Niigata in 1964.   
In 1955, Toyama experienced Itai-Itai Disease which weakened 
bones and gave intense pain throughout the body.  “Itai-Itai” 
means “hurts very much” in Japanese.   
These three diseases were all caused by eating poisoned fish or 
farm products.   
The last of the four major illnesses was Yokkaichi-Zensoku Dis-
ease found in Mie in 1961.  This was caused by breathing pol-
luted smoke exhaust from factories, and resulted in respiratory 
diseases such as asthma.   
At that time, the Japanese government put in place the Environ-
mental Pollution Prevention Act.  Fifty years later, meetings 
and discussions are still being held in various parts of Japan to 
prevent pollution.  I think this type of countermeasure can be 
taken in other countries as well.   

 

After experiencing serious pollution problems, Japan corrected 
the bad approach of “economy first, environment second”.  The 
government established regulations and provided financial sup-
port for industries, and production facilities were improved.   
What has impressed me the most is the development of electric 
cars?  This graph on the right shows how low-emission cars have 
become popular in Japan.   
The pictures at the bottom show the dramatic improvements 
achieved at a major industrial area in the Kyusyu region.   
The young generation has only seen the clean rivers and sky, and 
does not realize the fear of pollution problems.  I myself did not 
know much about the pollution diseases.  But global warming 
has become a big problem in recent years, and I personally realize 
that the average temperature has increased.   

 

This last slide is about South Africa.  The graph shows rapid 
economic growth in recent years.   
I want South Africa to be careful about pollution when the econ-
omy is growing.  To avoid the hard struggles Japan experienced, 
please put in place effective regulations, and make the best use of 
new technologies such as electric cars and renewable energy.   
Most importantly, please do not forget “environment first”.   
This is the end of my presentation on “Environment and Prob-
lems in Japan”.   
Thank you very much.   
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Hello everyone, my name is Satoru Kamibayashi from Japan and 
today I would like to talk about Female rights in Japan and Af-
rica 
 

 

First of all, I think all of you might have heard of this term, Fe-
male rights, before but just a brief definition.  “Female rights are 
a rights for female.”  It’s pretty simple, right? And this is very 
important for all of us because most of the country, the law of the 
country, is beneficial for male, and not much beneficial for fe-
male. The main reason is that most of the country has a bias that 
male are better than female, and female should do the housework 
while male is having an education. For example, in Saudi Arabia, 
the law states that female shouldn’t drive a car. I know it’s ridic-
ulous. Well the thing is, from our point of view, this law sounds 
ridiculous but for them, it is a normal thing. When majority of a 
people said something is not good, then that thing is not good, ob-
viously, and this time, the law I have said before should be 
changed because it’s not respecting female. 
 

 

Japanese people respect women, and wo won’t say female 
shouldn’t drive a car, or female shouldn’t be educated. But the re-
ality is female discriminates themselves by saying “That job is for 
a man, we shouldn’t do it”. Indeed, Japanese law says “Women 
can marry at 16, and men can marry at 18”, which indicates that 
women should do the housework than studying. Originally, this 
law was stated in Meiji-era, which said female could marry at 15, 
and male could marry at 17, but it was changed after the war. 
The key concept is that “Male should have an economical 
knowledge to support one’s family, and to lead women” 
 

 

In Japan, there are more male working than female. Most of the 
job has a high “male working rate” and this happens because of 
the culture, women should do a housework, which needs to be 
changed, and it’s happening now. Our president, Abe, is trying to 
fix this issue but nothing has changed yet, even though President 
Abe is trying.  And male workers has more power than female 
workers, and the wage is higher than the wage female workers 
get. Does this happen in Africa to? Do female work as many as 
male? What do you think if a female managed this whole school: 
do you think it will change? (I will say my opinion according to 
what they say) 

 

This graph shows the women’s economic opportunity and this 
graph shows only few country which was at the top, middle, and 
end to just simplify and generalize the data. As you see, most of 
the Europe country has a high rate of the opportunity rate and 
the reason is that they actually started to manage the problem. 
Japan: it’s not low. It’s pretty high but not so high. I think the 
reason is mainly what I’ve said previously, but no matter the rea-
son is, it should be changed.  

 

To change these horrible issues, there are many groups that 
works to stop this, and I picked a group called “Because I am a 
girl”, which is the biggest group working on to change the issues. 
They do a foundation, raise awareness, campaign, etcetera, and 
the main act is volunteering.  
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Teaching students in Africa 
 

 

Selling a t shirt for fund raising 
I did some fundraising too and gave the money to them so they 
could save girls. I hope our charity helped someone around the 
world. World is changing for women, and we should change for 
women. Please ask me anything if you have a question. 
 

 

Thank you for listening! 
 

 

 

 

 

 

 

Situation in Japan is explained. 
This graph shows… 
The persons with HIV of Japan in2010 are 12,000 people 
And there were about 6000 peoples of AIDS. 
2000 HIV patients increased in number in 2012, and they were 
14,000people. 
AIDS patients were increasing in number to 7000 people. 
Now, Japanese people have many people of the incubation period 
of HIV. 
It differs from other countries. It is not person in teens but a 20 to 
30 years old person is infected. 
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The medicine to recover completely is not found in Japan. But 
only the medicine which suppresses an increase can be taken. 
To prevent infection, the government has let heightened aware-
ness of HIV in people with or open training sessions. 
Moreover, NGO organizations, such as PLAS and SHARE, work 
and it is performing the charity etc. 
This is the poster of World AIDS Day this year. In World AIDS 
Day, Japan also performs an event. 
 

 

By the way, if it sees by the entire world, how is it? 
The person infected with HIV all over world has no less than 34 
million people at 2011. 
This map is expresses the person with HIV in 2011. 
A deep-colored place is a place where a rate is high. This shows 
that 2/3 or more is concentrating on south Africa of Sahara. 
The cycle of this figure is related to the infected cause.  
By losing parents according to AIDS, it is deposited with a rela-
tive etc. And prejudice and discrimination are received. It grows 
up with education not received and infected with HIV. 
It needs to perform prevention education 
 

 

About Worlds AIDS Day is activity about AIDS is performed in 
every country in the world on December 1. 
A charity event, lecture and prevention education are performed 
in each country. Thereby, concern about HIV and AIDS is in-
creasing. 
About a red ribbon, It does not have prejudice about AIDS and 
does not discriminate against those who live with AIDS message. 
With the enterprise of UNAIDS is 
 

 

 

 

 

My name is Shizuka Makihara. I am in the 10th grade at Tama-
gawa Academy. I will talk about Japanese kids’ human rights 
issues. 
 

 

Japanese kids’human rights issues are bullying, physical pun-
ishment, refusal to go to school and child abuse. Also, Other coun-
tries kids’human rights issues poverty, starvation, and war, Ja-
pan and Other countries have different  kids’ human rights is-
sues. 
I will talk about bullying in japan.  
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Bullying in Japan takes place between friends, Psychological bul-
lying by classmates is large.  
In addition, the reasons for bullying in Japan today, hard to un-
derstand. 
As you can see on the graph is bystanders of bullying is increas-
ing in Japan where as the number of on lookers in the UK by-
standers have started decrease at the end at junior high school in 
the UK. I think this is where the problem of most of the bullying 
in Japan.  
The most common type of bullying around the world is teasing 
and name calling. 
 

 

I would now like to introduce the measures of bullying taking 
place in Japan.  
Various measures to stop bullying includes a, 24 hours bullying 
service center, it can be after called by the teacher.  
Please look at the graph. The graph shows the changes in the bul-
lying after calling the teacher. I feel students of 42% have less 
bullying. Bullying, disappeared students 23% Who called the 
teacher. I found it is very effective to call the teacher for help. 
 

 

These are ways to stop bullying.  
First teachers should pay more attention to the students and re-
duce the number of onlookers of bullying. Also to improve of  uti-
lization of the Internet environment among children is needed as 
well as the review of the staff structure of the  child guidance 
center 
I want to think of how to prevent human rights problems but I 
think is not abuse and bullying around me, I want the term bully-
ing in the world to disappear. 
 

 

 

In Japan, it looks like there is no disparity of wealth. 
But if we look carefully, there are many people having trouble 
with money. 
What can we do to the poor? 
I chose this topic because I have seen homeless people sleeping in 
the station, and I felt the disparity of the rich and the poor. 
And I have heard the Japan government do some policies to sup-
port the poor, so I wanted to do some research about this. 
 

 

We have a lot of buildings and homes which are gorgeous and 
beautiful. 
At the same time, Japan has many homeless people. 
Homeless people live in parks, trains stations, and on the street. 
They collect garbage in trash cans and on the road. 
The Japanese government distribute foods and give some public 
assistance to them. 
 

 

Here are some examples of the disparity of wealth in Japan, espe-
cially in big city in Tokyo.  Rich and poor people live in Tokyo.  
Rich people tend to live in expensive houses and tall apartment 
buildings.  People who have low income live in housing develop-
ments.  Some people live in old houses and have been living in 
them for over 50 years.  They cannot afford to reform them.   
Homeless people live in tents made of plastic tarp and corrugated 
cardboard.  
The types of houses they live is not always the way to see the dis-
parity of wealth. 
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Now, it is very difficult to find a job. 
Even if you go to a good university, you cannot get employed. 
Japanese government was various agencies to help people find 
jobs because they do not want to increase the number of unem-
ployed people. 
For example, ”Hello Work” is one agency. 
 

 

Some children have difficult lives.  Some children are orphans, 
and live in orphanages or foster homes, and there are also some 
who live in single-parent homes.  Many single parent families 
are poor.  
There are also not enough day cares, and mothers have to stay 
home.  However, the government provides financial support to 
these children.  
 

 

For example, Japan has a governmental program which gives 
money to children who don`t have parents to attend school. 
It called “Ashinagaikueikai”. 
This program helps children whose parents died during the 
March 2011 earthquake and tsunami in Tohoku.  
As stated above, the Japanese government has programs to save 
and support poor people. 
Thank you for listening. 
 

 
 
 

 

What kind of country do you think Japan is? 
Many people say that Japan is a rich country. 
But that is not true. 
Not many of you know that the poverty is a big problem in Japan. 
So this is why I want to talk about this issue. 
 

 

What is the reason of Japanese poverty? 
 I would simply like to talk about the history of Japanese econ-
omy.  
After World War 2.Japan became rich by rapid economic growth.  
But after the collapse of the Bubble Economy, Standard of Living 
dropped. For example, there was a rise in the unemployment 
rate. 
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I consider that the rise of the unemployment rate raised the num-
ber of the Non-regular employees. 
Now it is more than one-third a record high standard.  
As you can see in graph1, year by year increase ratio Non-regu-
lar. 
In that part-time jobs, part-time service and contracted employ-
ees have increased suddenly since 2003.  
But why have Non-regulars increased? Is there another cause 
other than the recession? 
 

 

One way companies save money is by hiring Non-regular employ-
ees. 
Companies can save money by hiring entry level workers who don
’t have special skills and the work is easy to perform.  
 

 

Can this problem be solved?  
I think it is difficult to solve this problem. 
 The chart shows the forecast to 2030. As you can see Non-regu-
lar employees increase. 
 From now on it may be difficult to reduce Non-regular employ-
ees.  
I think in order to improve Japan’s economy, this trend can con-
tinue without decreasing the number of regular workers. 
 

 

Thank you for listening!! 

 

 

 
 
 

 

I was in this theme because I wanted to know what is the prob-
lem that you are having now and the difference between the for-
eign country on education as a side who are receiving education 
now. 
There are several challenges in Japan. 
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The first Challenges is the loss of academic ability of the child. 
Cause, there are two. 
Cause of the first is the introduction of a space education. 
Teachers will not be able to teach in time the contents to be made 
to teach class by lack of time to spare education. 
Cause of the second is the lack of leadership of the teacher. 
Classes and teachers rely on print and video, and immediately 
shouted, increase of teachers pointed out the lack of leadership in 
the act, such as scolding emotional also noticeable. 
 

 

The second challenge is child has no autonomy, no motivation 
that is increasing. 
In the child who don’t have goal and dream. 
Some child can’t say their opinion, some child don’t know 
what my to do. 
And some students admission university who don’t have goal 
and dream. 
Child say don’t like study is 50% of 5grade and more than 70% 
of 8grade.  
Education is variety of respect to spontaneity and individuality. 
Cause is education do not match personality. 
 

 

The third challenge is Truancy. 
Cause is tease and school violence. 
Elementary school, junior high, high school has two thousand 
tease. 
Elementary school, junior high, high school has three thousand 
school violence. 
Decreased overall but Junior high school students is increase. 
 

 

At the last Current Japanese situation is children are to be in 
non-attendance at school bullying often, willingness to learn is 
not sufficient and school hours is not enough space education. 
 

 
 

 

Do you know about HIV or AIDS? I think that you have heard the 
word once. 84 years has passed since AIDS and HIV being discov-
ered for the first time, although there are more and more people 
getting infected. The crisis has come to many countries because pf 
decline labor of population and huge expenditure of measure. 
This sick causes poverty, bullying and discrimination. There are 
approximately 420000 people being infected by HIV in the world 
and there are approximately 310000 people dead because of AIDS 
in 2002. I’d like to talk about the present circumstances and 
problems of  HIV and AIDS.  
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How about the situation in Japan? Japan has less infected people 
in the world. However, people who are living with HIV and AIDS 
are more and more increasing. In 1985, there are almost no one 
infected by HIV virus in Japan, but in 1999, it increased to over 
500 people. And the people infected HIV and AIDS in Japan in-
creased more and more. In 2008, they increased over to 1000 peo-
ple. Now a days, it is still increasing. This is happening not only 
in Japan. The people living with HIV and AIDS are increasing 
around the world. One of the reason is ignorance of this virus, so 
we have to know about this.  

 

4 people is infected in a day in Japan. 
In 1985, AIDS and HIV being discovered in Japan. 
There are less infected people than other countries in Japan. 
However, infected people are more and more increasing, so Japan 
is concern about explosive increase. 
By the way, how many people know about this sick in Japan? 
 This sick is known by 90 percent people, but 50 percent people 
don’t have recognition familiar sick and 60 percent people don’
t feel uneasy. 
But over 90 percent people think, don’t have social prejudice for 
HIV and AIDS. 
 

 

There are many problems of HIV and AIDS. For example, this se-
rious siskins’t familiar by everyone. Do you know how do we in-
fected? We don’t get infected by touching the infected person. 
So how do we infect? There are three ways how do we get in-
fected. First by, sexual transmit, second by blood transfusion or 
injection, and third mother-to-child transmission, so you can 
touch and hug with people infected by AIDS. Princess Diana said 
“HIV does not make people dangerous to know, so you can shake 
their hands and give them a hug.”Magic Johnson is one of the 
famous basketball player being infected by AIDS. He retired be-
cause of AIDS. 
He also said “You can’t get a AIDS from a hug or a handshake 
or a meal with a friend.” If we get infected, the HIV virus will 
not be destroyed, but if you properly face with medical treatment, 
you maintenance your health. So early detection is needed to pre-
vent death. 

 

Currently, red ribbon movement is carried for AIDS. This move-
ment started from the end of 1980s because AIDS became a social 
problem in USA. This is a worldwide movement across the border 
and it is the symbol mark of UNAIDS（Joint United Nations Pro-
gram on HIV/AIDS）. The message of this movement is not to 
have prejudice and discrimination to people who live with AIDS. 
I’d like you to know about AIDS and HIV more. 
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参考資料：生徒成果物② ドイツ・ゲーテ校研修参加生徒プレゼン資料 

 

Reasons for choosing this topic: 

1. Many people have different ideas about it 

2. Discussed in the government( not solved yet) 

3.  Some people believe Japan needs more immigrants to build a promising 

future and to deal with its decreasing birthrate and aging population.  

4. Was reported on the local TV news on March this year 

 

Positive 

The cabinet office thinks by letting in about 20 thousand people into Japan every year 

prevent the population from declining for the next 100years. For that to happen, the 

total fertility rate should be where it’s able to maintain the population Negative 

This immigration policy would create friction and also raise concerns about become 

poor public security 

Now  

The foreign workers are only opened for foreigners with highly specialized and 

academic skills. 

Results 

Letting in 20 thousand people only with high skills or academics would be really 

hard. Japan would need to let in unskilled workers to reach the amount of 20 

thousand.  

 

 

 

People who need public assistance might increase to 20 thousand people. 

Japanese people are having fewer children because raising them costs a lot of money 

→should change the system EX: the government to afford some money for education 

and raising kids (maybe 0-3 years old) 

Immigration 

There’s a lot of failed examples in Europe and other countries as well. 

For example…. 

If Japan is willing to let more foreigners in… 

Countries should be picked not  indiscriminate their country’s situation The need 

to  maintain a higher value of the Japanese of yen. Should give favorable treatment 

to Japanese students, not foreign students Increase the citizen’s rates of output 

Some people say that this is the worst crisis in Japanese history 
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Creating a social and legal framework that allows for a successful long-term 

integration of immigrants into society. (none at present) Current laws are designed to 

control foreigners and absolutely none to protect them from discrimination. While 

Japan is having trouble coping with a foreign population that’s already here, it should 

hardly be talking about increasing it substantially. Labor import assumes that Japan 

can attract and absorb skilled and unskilled workers. Immigrant workers must also 

be offered the same rights, rewards and status like any other Japanese workers, and 

steps should be taken to fully assimilate them. But problems currently exist because

… Officialdom doesn’t want to get involved in illegal problems  

 

Creating a social and legal framework that allows for a successful long-term 

integration of immigrants into society. (none at present) Current laws are designed to 

control foreigners and absolutely none to protect them from discrimination. While 

Japan is having trouble coping with a foreign population that’s already here, it should 

hardly be talking about increasing it substantially. Labor import assumes that Japan 

can attract and absorb skilled and unskilled workers. Immigrant workers must also 

be offered the same rights, rewards and status like any other Japanese workers, and 

steps should be taken to fully assimilate them. But problems currently exist because

… 

Officialdom dosen’t want to get involved in illegal problems  

 

 

 

 

 

 

Hello, I’m Genta Hara. I’m in 10th grade at Tamagawa Academy. 

Today I would like to talk about how the ways of handling garbage has changed in 

Japan from the 16th century. 
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First I would like to talk about how Japanese through garbage away in the Edo era 

which is from 16th to the mid 19th century. In the Edo era, people often through their 

garbage on the road or into the river. Although they have used excrement as fertilizer 

for plants. Japanese found out the way to make a site for the disposal of garbage, 

which is now called a landmill or a dump. This way continued until the early days of 

Meiji, in the Mid 19th century and the epidemic disease occurred. So the government 

carried out the Law to improve the condition. 

 

The turning point of how we handle garbage was in the 1960s. In 1964, due to the 

preparation for the Tokyo Olympics, they started to use plastic buckets to collect 

garbage. Although at this time, we still did not have to separate the combustible and 

incombustible garbage. So a lot of harmful substances released. People did not think 

of ways to recycle at this time. 

 

Now in Japan, the ways of handling garbage is different by where we live. I would 

like to explain how we have to separate garbage in Oota ward, in Tokyo where I live. 

We can throw both combustible and incombustible garbage together. Although we 

have to separate garbage that can be recycled. For example, plastic bottles, cans, beer 

bottles, glass, and batteries. In order to do this, we can recycle many of the things. 

During this exchange program I would like to know how garbage is separated and 

recycled in Germany. Thank you for listening. 

 

 

 

 

I’m Juri Minakuchi. I am a 10th grader at Tamagawa Academy. 

My presentation is about the new generation of Japanese Cars. 
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Today in my presentation, I would like to talk about the eco-friendly cars and hybrid 

cars from these 4 companies. 

First, Audi and Volkswagen. I think you are familiar to these companies. 

Also I would like to talk to you about the hybrid cars from Japan.  

I will introduce Nissan and Toyota, the most popular companies in Japan. 

 

 

As I think you all know, the Latest hybrid car from Audi is the “A3 Sportsback e-

tron”. 

The CO2 emission is 35g/km and boasts good fuel economy in its model PHV. 

The ensure of the “Golf” the eco-friendly compact car by Volkswagen. 

It has a significantly improved fuel as well as revamped Le ze Dee and gasoline, and 

is standard equipped with a regenerative braking system and idle stopping. 

 

 

This is the “Note”, the most popular eco-car from Nissan. 

The number of sales ranks in third place, after “Prius” and “Aqua” from Toyota. 

It has 1.2 liter “Eco Supercharger Engine”, and also has the top level as a fuel 

efficient petrol engine car. 

It’slow fuel consumption makes it a top-level light car. 

 

 

TOYOTA’s hybrid car is the Prius.  

It has 1.8 liter engine with excellent fuel efficiency at high speeds and produces less 

exhaust than regular cars.  

 

  

 

Since 1997, 5million eco-friendly cars were sold worldwide. 

Little more than 2million of them were sold in Japan. 

Recently many of the eco-friendly cars are receiving the Car of the Year in Japan. 

I would like to learn more about eco-friendly cars in Germany. 

Thank you for listening. 
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I’m Kaoruko Mizuno. Today I would like to talk about waste reduction in Japan.  

The reason I chose this topic was because recently I saw the news about food loss on 

TV.  

I’m interested in the differences between the way how Japan and Germany reduce 

waste.  

In this presentation I will talk about food waste in particular. 

 

 

In Japan, waste of food is 2272 million tons per year. 500～900 million tons of them 

are food loss. 

The 60% of the food waste, which is about 33.8million tons are from household 

garbage. 

Germany waste food about 31million tons per year and general household waste food 

about 660 million tons in total. 

For each person waste food about 80kg per year. 

Japan wastes more food than Germany. 

 

 

For example in Japan, when we attend a wedding party,  

we can choose rather to have Japanese food or Western food when we get an 

invitation. 

This action connects to reduce food waste. People can eat whichever they want to.  

By saying something what you cannot eat beforehand, the cook can make the food 

without putting it in.   

Also at some buffet restaurants, you have to pay money if you have leftovers.  

The amount of money is about 100yen, but still this connects to reduce waste. 

 

I think you are already familiar, but there is a way called “Deposit” in Germany.  

When you return the bottle, you can get the fee back. 

Often in Japan, people do not return the bottle.  

For example if you buy a beer bottle for 2euros which is 300yen in Japan.  

When you return the bottle, you only get 5yen back. 

However, here in Germany, you can get the bottle of water with 1euro, and when you 

return the bottle, you get 40cents back. 
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If the Japanese companies had a deposit system more like Germany, I consider that 

more people will get involved more. 

Also if more of the restaurants make people pay when they have leftovers, many 

Japanese will feel more aware of wasting food. 

There are many people around the world suffering because they don’t have enough 

food. 

I would like to know more about how Germany is working on with the Environmental 

problems throughout this trip. 

Thank you for listening. 

 

 

 

 

Hello I’m Eiko Kashii. I will talk about the current situation of foreign workers in 

Japan. 

  

I got interested in this theme by seeing the word “foreign workers” on the internet 

recently. 

  

 

 

This graph shows the Nationality of the foreign workers in Japan. 

Recently foreign workers are increasing. 

Chinese holds the biggest number in this graph which is about 42percent, and next is 

Brazil. 

The third is Philippines. 

 

 

This graph shows the number of foreign workers by industry. 

The most popular industry is manufacture.  

And next is service industry.  

In 2020, TOKYO Olympic will be held, so I expect that construction industry will 

increase. 
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From this April, the government decided to expand the number of assistance and 

extend the residence period for foreign workers.  

This is for the revival from the Big earthquake in 2011 and for the Tokyo Olympics 

in 2020. 

And, for the activation of the economy, Japan needs help from people will high skills. 

I think these policies will lead to the Activation of Japan in the future. 

I would like to know about the foreign workers in Germany too. 

Thank you for listening. 

 

 

 

 

 

I’m Tomohiro Higuchi. I will talk to you about the system of Japanese National Diet 

and the Prime Minister of Japan. I studied about Germany’s politics in the history 

class and got interested. Throughout this trip, I want to know how the politic system 

is now and also if the system is similar to Japan or not. 

 

 

The National Diet is Japan's bicameral legislature. It is composed of a lower house 

that is called the House of Representatives, and an upper house, called the House of 

Councilors. Both houses of the Diet are directly elected under a parallel voting 

system. In addition to passing laws, the Diet is formally responsible for selecting the 

Prime Minister. The National Diet Building is located in Nagatachō, Chiyoda, Tokyo. 

 

 

The house of representatives has 480 seats, and four-year terms. The house of 

councilors has 242 seats and six-year terms. 

 



120 
 

 

This is a list of the Prime Ministers of Japan from 2001. There were 8 Prime Ministers 

in 13years. Mr.Koizumi ran for 5years but after that, it has been changed every year. 

The present Prime Minister is Shinzou Abe. When we compare this with Germany, 

there are only 2. I think this is a big problem. I hope Prime Minister Abe will run for 

a long term. 

I think there is a lot to learn from Germany. I hope that this exchange program will 

be a good opportunity to become a bridge between the 2 countries. Thank you for 

listening.  

 

 

 

 
 
帰国後報告 ドイツ・ゲーテ研修 1 
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ドイツ・ゲーテ研修 2 
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参考資料：生徒成果物③ ヨーロッパ国際機関＆ドイツ・ゲーテ校研修参加生徒プレゼン資料 

 

My name is Yoshiro Ngai, I am a second year high school student. 

My name is Takashi Doi. I am a first year high school student.  

Our research question is ”Do Japan and Germany have differences in energy 

problems?" 

 

First ,this is a comparison of the two countries energy production methods  

From the two pie graphs, We can see that Japan relies most on thermal power. But, 

Germany has supplemented the about half with not only thermal power generation 

but also nuclear power and renewable energy.  

 

This is a Primary number of running graph. This graph shows the amount of energy 

supplied from nuclear power. 

As you can see from these two graphs. 2011 or later, The power from Japanese 

nuclear power plant stopped, In September 2013, the nuclear power plant utilization 

rate was 0%. 2011 is the year that the Great East Japan Earthquake has occurred. In 

Japan, people have had a variety of opinions on the use of nuclear power. But, the 

Great East Japan Earthquake that occurred in March 2011, strengthened opposing 

views. 

 

At first it is introduce about the wind power electricity 

It turn a propeller using wind- force with the wind-generated electricity 

The merit do not produce CO2(carbon dioxide) 

And the demerit being controlled by wind    

 

Next I introduce about the solar energy. The solar energy is generation to change to 

the electricity using solar panel. Recently we often see the solar panel in common 

places such as roof of houses, Schools, and company buildings. The merit is that it 

can generate electricity easily just to put a panel on. And does not produce CO2 

But the demerit is that this is controlled by weather as well. Also it costs a lot of 

money. 
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newt Introduce about geothermal power 

Generation using the power that groundwater is heated by volcanic activity and the 

steam spouts out 

The merit is a little carbon dioxide and eco friendly 

The demerit is costs dig the well and keep watch on the basement 

Increases  because Japan is volcanic islands  

 

 

To spread new types of renewable energy, there is a way called feed in tariff 

All the electricity that solar energy by fixed price wholesale purchase system revision 

was able to value the spread of light of the sun 

In addition it became that a green investment reduction of taxes took effect and chose 

a depreciation rate of facilities. 

It is expected to be able to spread other kinds of renewable energy as well.  

 

Currently Japan relies on thermal power generation 

But, it can only produce a limited amount of energy   

Therefore, Renewable energy must be developed and become operational. We have 

to make improvements in"sustainable development".  

Germany, which is an environmentally advanced country,What kind of ways are 

taken to increase its use of renewable energy? 

Through out this program, We want to learn about the energy problems in Germany. 

 

These are the homepages we used. 

Thank you for listening. 

 

 

 

My name is Rio Okabe . My name is Takumi Usami . 

Today we will talk about Japan’s environmental issues . 

 

 

At this time we have two separate problems. 

One with water and one with trash. 

In Japan people are working together to solve these issues. 
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Acid rain is caused by sulfur oxides and nitrogen oxides produced by cars.  

The break down of the sources of these chemicals is 49% From China ,  

20% from factories, 13% from volcanic activity in Kyushu and 12% From the Korean 

peninsula. 

 

 

 

 

Next, I will talk about the trash problem. Japan is a developed country. 

However since we use many things, the amount of garbage is increasing day by day. 

I hear that Japan use more packaging compared to other countries.  

What we do every day is causing the trash problems in Japan. 

For example people use a lot of plastic bags. 

Burning plastic bags produces toxic substances , which damages the environment . 

 

We should promote the use of the 3R’s in Japan . 

First, Reduce waste.  

Second, Reuse things again. 

Third, Recycle materials. 

We need to follow these 3 to avoid environmental destruction. 

 

This is now Yokohama city separates and collects the garbage. As you can see, 

garbage is divided into many different types. By doing this, it makes it easier to 

recycle and also decrease the amount of CO2 when burning the garbage.  

One example of recycling is that old paper can be used to make toilet paper. 

Also there are two different type of bottles, returnable bottles, and one-way bottles. 

Returnable bottles can be used again. 

One-way bottles can be only used once, but can be recycled into asphalt paving. 

 

From our research we learned about the Japan’s current problem with Acid rain and 

Trash. In Japan, air and environmental pollution are coursed by technological 

development. In recent years, Japan is using technology to help other countries. 

Everyone needs to know about environmental problems. Since Germany has been 

working to solve environmental problems for a long time, We would like to know 

what they have done and also their opinions about environmental issues. 

Thank you for listening. 
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Hello. 

I’m Natsuki Kamei and I’m Yoshiki Kashiwabara. We are 11th grade students from 

Tamagawa Academy in Japan. Today we will talk about “International Cooperation 

of Japan”. We researched this issue because we want to know about Japan and foreign 

country’s international cooperation. We visited some international cooperation 

agencies in this school program. And we would like to learn and to see what activities 

they do in European countries. 

 

First I will explain the current developing country situation. 

Look at this world map. This map shows people who live on less than one dollar and 

fifty cents per day. The brown part shows the highest percentage of people who lives 

on less than one dollar and fifty cents per day, next is the red area, and following is 

the orange area. 

You can see that developing countries, for instance Africa, has more poverty than 

advanced countries. 

 

Look at this graph. 

This commitment to development index shows which advanced countries are helping 

poor countries the most. 

Of the countries on the graph Japan and Korea are the only Asian countries with Japan 

ranking one position higher.   

 

 

These are some reasons for Japan’slow CDI ranking. 

Japan accepts few refugees into country, 

Japan imposes high tariffs imputed crops, 

Japan’s decreasing rate of greenhouse gases emitted, 

PKO and people’s contribution is low in Japan, 

And the ODA amount is less than the GDP amount. 

CDI stands for Commitment to Development Index. 

 

One organization, helping developing countries is JICA. 

JICA’s vision is “Inclusive and Dynamic Development”. 

JICA makes bases all over the world. And carries out Official Development Assistant 

known as ODA. 

JICA supports developing countries to become self sufficient. 

JICA keeps building stability in developing countries with the goal of making them 

become richer. 
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ＪＩＣＡ is aｎ enforcement organ of  ＯＤＡ. 

ODA plays an important role in bringing peace and stability in developing countries. 

Japan feels obligated to cooperate and assist because it is a member of the 

international community. 

 

 

JICA's activities are broad and are divided into three parts. 

The First one is technical cooperation.  

By utilizing Japanese technology leaders from developing countries can use them to 

develop social economic and human resources.  

The second is free fund cooperation. 

Done by giving for economic and social development but not imposing strict 

repayment obligations. 

The third is a private investment fund cooperation. 

Charging low interest rate requiring long, loose repayment terms, and offering loan 

funds support initiatives in developing countries. 

 

 

Here are some of the organization and citizens related to International cooperation in 

Japan. 

Recently, companies are playing an important role. 

Moreover, NGO and local governments are helping. 

Citizens donate money, too. 

 

 

Thank you for listening. 

 

 

 

 



136 
 

 

Firstly we are going to explain about the current world situation on sharing of cars. 

As you can see on the graph, the first place is Toyota. Then Mercedes Benz, BMW, 

Honda, and Volkswagen which shows German and Japanese car companies hold the 

top-5 places in the world, This means they have the strongest influences. Also, it 

shows both countries have top quality of the technology. 

 

 

Next, we would like to introduce Japanese cars, which are made by some of the 

largest auto companies in the world, like TOYOTA and HONDA. Now, a brief 

Japanese car history. 

In 1904, the first Japanese car called YAMABA STEAM AUTOMOBILE was built 

in OKAYAMA-city, Okayama prefecture, in the Chugoku region of Japan. In 1907, 

the first petrol vehicle in Japan was produced. OTOMO-GO by Hakuyou-sha, a 

Japanese car company, was the first official automobile producer in 1925. After 

WW2, Japanese companies learned new western technology to make cars. However 

TOYOTA was particular about the “JAPANESE MADE CARS” and released 

TOYOPET CROWN in 1955. After that, Japanese people began to buy big sports 

cars.  

After a long depression, TOYOTA released the PRIUS as mass produced hybrid car 

which signified its advanced environmental technology. Since then in 2013, the “

eco car” became the center of the automobile market.  

  

 

Global warming is the one of the biggest social issues in Japan. Carbon dioxide 

accounts for the high concentration of CO2 in the atmosphere which contributes to 

about 60% of global warming.  

The circulation of CO2 on earth is shown on this diagram. The concentration of 

CO2 in the atmosphere changes by the absorption and emission on land and sea. 

However, 780 billion tons of oxygen is stored all the time as CO2.  

By burning of fossil fuels, 6.3 billion tons of CO2 is emitted annually and 1.7 billion 

tons is absorbed in to the sea, and 1.4 billion tons goes to the ground. Therefore 3.2 

billion is absorbed to in the atmosphere every year.  

If greenhouse gasses increase, the ground temperature will increase correspondingly. 

The amount of emitted radiation will also increase. Eventually, the bad circulation as 

shown in this diagram will be created. 
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Within the total of CO2 emission produced in Japan, about 20% is from transportation 

and half of it is produced by private automobiles.  

 

 

Petrol vehicles emit, CO2 which has a negative effect on the environment and people. 

On the other hand, an electric car’s motor, is moved by electricity stored in the 

battery. Therefore although electric cars produce CO2 at power stations where “

electricity is generated to charge the battery”,  

They don’t produce, as much gas as petrol cars do “while running.” 

A Petrol-car can transfer only 20% of its energy to run, whereas electric cars can 

transfer maximum of 80%. So, installing electric cars instead of petrol cars can reduce 

CO2 emissions in half. 

In addition, by using electricity that was generated by renewable energy resources, 

such as solar or wind power, even more CO2 emissions can be reduced. 

 

 

Another car type is FCV, which stands for Fuel cell Vehicles. A FCV uses electric 

energy generated from a chemical reaction of hydrogen and oxygen in fuel cells to 

run the motor. Just like petrol vehicles, it is charged by hydrogen, at a hydrogen 

station. 

Its use has 5 advantages. First it produces less harmful gases. Because it produces 

only water, it doesn’t’ have a negative effect on the environment like petrol vehicles 

do. Second, its energy efficiency is better than any other car types. Third, it can use 

various types of energy resources. Fourth less noise is produced while running. 

Finally it is no necessary to charge the electricity. 

 

 

We still have issues for spreading this revolutionary car in Japan. Mainly these things 

can be raised as current problems. 
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For Electric vehicles, these points can be raised as future issues. 

In terms of the environment or safety, there is still room for making progress on the 

new technology. Even self-driving cars are being produced, thanks to the 

development of technologies. 

Around the world, the research for next-generation vehicles that improves personal 

mobility and IT is taking place. 

It will be almost 130 years since the first petrol vehicles were produced now. And the 

growth and development continues on. We think it is because vehicles play a huge 

role in society and they will continue to support people’s lifestyle. 

 

 

 

 

参考資料① 
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For Japan of natural heritage 4 cases and cultural heritage 14 cases. 

In total 18 cases. 

In world heritage ranking is 13/126. 

We will introduce about Japan cultural heritage of Itsukushima temple, Mt Fuji, and 

intangible cultural heritage of Japanese paper it called “Washi”. 

 

 

It is One of the three most scenic spots in Japan. 

 It is exist from approximately 1185. 

By tides, it shows different view. 

In low tide, it is can go to the temple but, in high tide, it is can’t go to the temple. 

It looks like floating on the ocean. 

 

 

It is effect by tidal range. 

Recently, the inland sea of Japan of ocean level is rising so, it is damaging the temple. 

In this temple is prevents of damage by disaster such as fire, high tide, by remove the 

floorboard, put heavy stone on the important spot, pull a roof, pillars of the main 

shrine. 
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Mt, Fuji was registration world cultural heritage in 2013. 

Elevation 3776m the highest mountain in the Japan. 

Japanese symbol. 

Mountain climbing season July to August. 

  

 

 

Before Mt Fuji registration world cultural heritage, it was very dirty mountain by 

garbage. 

From 1960, tourist increased then it dispersed the garbage. 

Dispersion garbage lead to be pollution, it takes bad influence to ecosystem. 

By local government and volunteer cleaned Mt Fuji, it decreased garbage. 

 

 

Washi is Japanese traditional paper.  

It is made from plant of Kozo. 

It is good for environmentally. 

 

 

 

 

Recently, to make Washi, use the chemical medicine. 

Recent of washi is very demand for foreign so, it is happened river pollution at eastern 

Asia. 

To choose well for environment material, it is need good material. 
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For cultural heritage 35 cases, natural heritage 3 cases, in total 38 cases. 

In world heritage ranking is 5/126. 

Germany world heritage is more than Japan. 

We will introduce about the Rhine river of environmental problem and 

countermeasure. 

 

 

By river pollution, from 198o, started increase water dissolved oxygen, the river 

changed to organism can live place. Now, it is can swim in the river. 
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参考資料 

1. Cut the three of Kozo. 

2. Steam the cut kozo. 

3. Remove the skin it is called “Kurokawa”. 

4. Dry the kurokawa in sun. 

5. Expose river water in 24 hours. 

6. Remove the skin in knife. 

7. Soak soda white ash. 

8. Expose river water and dry in sun. 

 

 

9. Remove the white ash by hands. 

10. Hit that fiber of wood by wood stick. 

11. Mix that fiber of wood with water grated yam. 

12. Make paper. 

13. Apply a pressure in the scheelite and lack to squeeze the water. 

14. Remove the paper  

15. Stick the board. 

16. Dry the paper. 

17. 17. Inspection. 

 

参考資料 
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参考資料：平成 26 年度 K12 国際交流実績 
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◆執筆担当 玉川学園 SGH 常任委員会教諭および担当 

データ管理・運営補助          玉川学園 SGH 事務局 濱野あずさ・中島良子・北村唯 
 
【担当者】 
担当課 学園教学部学園教学課 ＴＥＬ 042-739-8928 
氏 名 五十嵐麻子 ＦＡＸ 042-739-8929 
職 名 学園教学課長補佐 e-mail k12affairs@tamagawa.ed.jp 

 項目 担当者（教科） 

課
題
研
究 

①グローバルキャリア講座 硤合 宗隆（社公） 

②「Tamagawa Super Global Leader 48」認定制度への登録 登本 洋子（情報） 

③12 年公民科選択科目「ワールド・スタディーズ」「World Studies in 

English」 
硤合 宗隆（社公） 

④アフリカン・スタディーズ（現地研修）への参加 上村 雅明（英語） 

⑤自由研究「グローバル・スタディーズ」の履修 坪井 佑夏（英語） 

⑥ラウンドスクエア玉川国際会議の企画・運営・参加 
森本 信雄（IB・体育） 

横山 絢美（数学） 

⑦ドイツ・ゲーテ研修への参加 
大原 健（地歴） 

木内 美紀子（理科） 

⑧模擬国連の実践を通した外交・国際協力の理解 後藤 芳文（国語） 

⑨A.学内 LAN による広報 
登本 洋子（情報） 

⑩B.日本語および英文ホームページの作成による広報 

⑪C.研修参加生徒による生徒発表会や展示発表の実施 

ペガサス祭、ゲーテ、IB フォーラム 
大原 健（地歴） 

課
題
研
究
外 

1
.

評
価/

検
証 

A. 生徒・教師・保護者の意識変化調査 

硤合 宗隆（社公） 
B.国際教育 NGO サスティナビリティー・フロンティア－ズによる効

果測定および定期評価 

C.SGH 運営指導委員会（ハイパネルチーム）の設置 

2
.

英
語
力 

A.英語検定と TOEIC 受検の奨励を行い、GTEC（ベネッセ）導入を検

討 

前田 則文（英語） B.11 年生選択科目「英会話Ⅰ」、12 年生選択科目「英会話Ⅱ」のコ

ンテンツグローバル化 

C.学内レシテーションコンテストの実施 

D.アカデミック・スキル・キャンプ 

硤合 宗隆（社公） 3.大学とのグローバルな高大連携科目の設定 

4.グラハム・パイク氏による教員研修 

5.ダイアローグ・イン・ザ・ダークを通した関係性（エコロジー）の探究 小林 智子（体育） 

6.海外トップ大学生たちとの交流 硤合 宗隆（社公） 

7.10 年次「玉川アドベンチャープログラム（tap）」の必修化および自由

研究「リーダーシップ（tap）」の履修 
平山 雅行（数学） 

目標の進捗状況、成果、評価 硤合 宗隆（社公） 
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